沼津市新中間処理施設整備運営事業
プラント機械設備仕様概要説明書
（ごみ焼却施設編）
（様式13）
令和６年４月
沼　津　市
プラント機械設備仕様概要説明書（ごみ焼却施設編）（様式13）記入要領
本様式は、建設工事要求水準書（以下「要求水準書」という。）に基づく入札参加者が提案するプラント機械設備（ごみ焼却施設編）の設計仕様概要資料とする。入札参加者の提案に基づき本様式に変更がある場合は、本様式に倣い項目を追加のうえ記入すること。
プラント機械設備仕様概要説明書（ごみ焼却施設編）の作成に当たっては、次のことに留意のうえで記入すること。
1.　　　社仕様内容の欄に記入すること。
2.記入内容は、技術提案書を構成する他の資料と相違のないように留意すること。
3.各ページ右上の社名の記入は不要とする。
以　上
	プラント機械設備工事
	
	

	１．受入れ供給設備
	
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	計　量　機
	形　　式
	ロードセル式（4点支持）
	

	
	数　　量
	入口用：2基以上
出口用：1基以上
	入口用：　　基
出口用：　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)容　　量
	最大秤量：30t
最小目盛：10kg
	最大秤量：　　t
最小目盛：　　kg

	
	(2)操作方法
	非接触型ICカード自動操作
	

	
	(3)主要寸法（積載台寸法）
	幅3.0ｍ×長さ8.0ｍ以上
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ

	
	付属設備
	
	

	
	(1)データ処理設備
	全自動式
	　　

	
	(2)データ処理項目
	年月日時、収集区域、搬出入対象者名、ごみ・資源種別、総重量、積載重量、空車重量、車両番号、料金、カードナンバー、インボイス登録番号、その他必要なもの
	　　

	
	(3)日報、月報打ち込み項目
	
	

	
	①登録者台数
	　　台
	　　台

	
	②事業所数
	　　箇所
	　　箇所

	
	③ごみ種別
	　　種
	　　種

	
	(4)ピット排水ポンプ
	　　
	　　

	
	(5)自動料金精算装置
	　　基
	　　基

	
	設計基準等
	・本設備は、ICカード方式を基本とし、料金計算、領収書発行を可能とする。
・積載台基礎床に排水口を設け、ピット排水ポンプでプラント排水処理設備へ送水する。
・各計量機には運転席から確認できる位置にLED信号機を設ける。（入口と出口側）
・各計量機の入口・出口には自動開閉式のバーを設ける。
・その他要求水準書に指定するもの。
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を提案した理由
	
	

	
	
	
	

	プラットホーム（投入ステージ）（土木建築工事に含む）
	形式
	屋内式
	　　

	
	通行方式
	一方通行式
	　　

	
	構　　造
（S造とする場合は臭気漏洩対策を講じる）
	
	

	
	床
	
	　　

	
	壁
	
	　　

	
	天井
	
	　　

	
	主要寸法
	幅：18ｍ以上×長さ：　m、高さ：6.5ｍ以上（梁下有効高さ6.5ｍ以上）
	幅：　　ｍ×長さ：　m、高さ：　ｍ

	
	勾配
	2.0％程度
	　　％程度

	
	附属設備
	・プラットホームの出入口扉は電動扉自動開閉式とする。有効開口扉幅は5.0ｍ以上とし高さは4.5ｍ以上とする。ただし、車両がプラットホームへ直進で進入する場合に限り有効開口扉幅は4.0m以上でも可とする。出入口扉は、車両通過時に扉が閉まらない安全対策を講じた構造とすること。検知方式の異なる車両感知センサーにより二重化し、安全に配慮した計画とすること。
・出入口扉の駆動動力は非常電源系統より給電すること。また、手動開閉機能を付帯させること。
・出入口扉の開閉動作に連動するエアカーテンを設置する（連動・自動・手動の切替が可能であること）。
・プラットホーム監視室を設ける。プラットホーム監視室の配置は、車両の運行に障害にならない位置、かつプラットホーム全体を見渡せる位置に設けること。条件を満たす場合はリサイクル施設と共用してもよい。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	設計基準等
	・プラットホーム床面は、コンクリート仕上げとし、滑りにくく十分な強度と耐久性を確保して施工すること。また、下階に部屋を配置する場合はプラットホーム床面を防水仕様とすること。
・プラットホームの有効幅員は投入部の車止めから対面側の壁面の梁までの距離とし、18ｍ以上を確保する。
・プラットホームの有効高さは、6.5ｍ以上を標準とし、同スペース内で作業する作業用重機の動作範囲を考慮して事業者提案により決定する。
・プラットホームをリサイクル施設と共用し、ごみ焼却施設とリサイクル施設のプラント設備をプラットホームを挟んで対面方向に配置する場合は、車両動線や作業動線に支障が無いことを条件にプラットホームの有効幅員をリサイクル施設と合わせて30ｍ程度とすることを可とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	投　入　扉
	方　　式（一重扉方式か二重扉方式を選択する）
	
	

	
	形　　式
	
	

	
	(1)一重扉方式の場合
	観音扉
	　　

	
	(2)二重扉方式の場合
	外扉：観音扉
内扉：スライドゲート
	外扉：　　
内扉：　　

	
	数　　量
	5基以上（ダンピングボックス用を含まず）
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)開閉時間
	
	

	
	観音扉
	10sec以内（全門同時開閉時）
	　　sec

	
	スライドゲート
	　　sec以内
	　　sec

	
	(2)主要寸法
	
	

	
	観音扉
	有効幅3.5ｍ以上
有効高さ6.0ｍ以上
	有効幅　　ｍ
有効高さ　　ｍ


	
	スライドゲート
	有効幅　m以上
有効高さ　m以上
	有効幅　　ｍ
有効高さ　　ｍ

	
	(3)操作方法
	自動開閉式、遠隔操作及び手動
	　　　

	
	(4)駆動方式
	油圧駆動方式又は電動駆動式
	　　　

	
	(5)材　　質
	一般構造用圧延鋼（ｔ=4.5㎜以上）
	　　　（t=4.5㎜）

	
	設計基準等
	・二重扉方式を採用する場合は、車両及び搬入者のピット転落防止や臭気漏洩対策の観点から、外扉と内扉の作動は一体的なものとする。原則として、互いの扉が閉の状態で開動作の開始が可能なものとし、常に片方または両方の扉が閉の状態を保持する。また、外扉と内扉間の空間（シュート部分）の容量は、35㎥を確保する。
・一重扉方式を採用する場合は、車両転落防止バーをシュート部分に設けるものとし、臭気漏洩対策の観点から、ごみピット側にRC製の垂れ壁を設ける等して臭気漏洩対策を徹底すること。
・ピット内で投入扉の高さ以上にごみを積上げても破損、変形等を生じないこと。
・投入扉近傍、プラットホーム、プラットホーム出入口、焼却粗大ごみ投入スペースにおける搬入物の内容及び搬入者（車）を監視するＩＴＶ設備を設置し、プラットホーム監視室、計量棟、ごみクレーン操作室、中央制御室、事務室等でモニタできるものとし、画像を記録する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ダンピングボックス
	形　　式
	
	

	
	数　　量
	1基以上
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)開閉時間
	15sec程度（目安）
	　　sec程度

	
	(2)主要寸法
	幅　　ｍ以上、奥行き　　ｍ以上、
深さ　　ｍ以上
	幅　　ｍ以上、奥行き　　ｍ以上、深さ　　ｍ以上

	
	(3)容　　量
	有効　　㎥以上
	有効　　㎥以上

	
	(4)開閉方式
	現場手動
	　　

	
	(5)材　　質
	一般構造用圧延鋼板
	　　

	
	(6)板　　厚
	底板4.5mm以上、側板3.2mm以上
	　　

	
	設計基準等
	・搬入車から受入台及びごみピットへの投入が容易にできるよう計画すること。
・ダンピングボックスは車両通行に支障のない位置に設置すること。
・ごみ投入時の転落、噛み込み等に対して安全対策を施すこと。
・その他要求水準書に指定するもの。
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ごみピット(土木建築工事に含む）
	方　　式（シングルピット方式かダブルピット方式を選択）
	
	　　

	
	形　　式
	水密鉄筋コンクリート構造
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)容　　量
	7,000㎥以上　10日分以上
	　　㎥以上　　　日分以上

	
	(2)ごみピット容量算定ごみ単位容積重量
	0.3t/m3
	　　ｔ/㎥

	
	(3)主要寸法
	幅　　m×奥行　　m×深さ　　m
	幅　　m×奥行　　m×深さ　　m

	
	付属品
	バースクリーン（SUS）、ごみピット自動火災検出装置他
	　　

	
	(1)ごみピット自動火災検出装置
	
	

	
	①形式
	赤外線検出方式
	　　

	
	②数量
	1式
	　　

	
	③主要機器
	検知器、温度分布解析装置、その他必要なもの
	　　

	
	④その他
	ア．赤外線検出器等を使用し、ごみピット内の表面温度をスキャニングさせる。警報をクレーン操作室並びに中央制御室に伝送する。
イ．制御装置はクレーン操作室に設置するものとし、警報及び表面温度分布図をクレーン操作室並びに中央制御室で表示する。そのための必要な設備を設ける。
ウ．表面温度の検出範囲については、ごみピット内でごみをホッパステージ・レベル近傍まで高積みした際であっても、傾斜部分等に死角が生じないようにセンサー類の配置を計画する。
エ．火災初期状態での確実な検出と、ごみピットに設置する遠隔操作式放水銃と連動させることで確実性の高い初期消火機能の確立に努める。
	

	ごみピット(土木建築工事に含む）
	(2)放水銃装置
	
	

	
	①形式
	遠隔操作式固定放水銃
	

	
	②数量
	　　基
	　　基

	
	③その他
	ア．ごみピット全エリアをカバーする必要台数（2基以上）を設ける。
イ．ごみピット内で放水銃の死角が生じない配置、数量とするものとする。
ウ．ごみピット内でごみをホッパステージ・レベル近傍まで高積みした際であっても、傾斜部分等に放水銃に死角が生じないように配置するものとし、2基以上の放水銃が同時に放水可能な計画（ポンプ能力、配管口径を含めて）とすること。
エ．放水銃用消火配管を分岐し、消火ホースが接続できるよう消火栓弁を2箇所以上設けること。
オ．放水銃用の水源は、十分な放水時間が確保できるよう計画すること。
カ．ごみピット内に煙が充満していても、放水銃の向きがクレーン操作室内で確認できる監視盤を設けること。
キ．ごみピット自動火災検出装置と連動し、消火活動の初動においては自動モードで火災発生箇所に放水可能とする。
ク．ごみクレーンの稼働に支障のない位置とすること。
ケ．遠隔操作はクレーン操作室とする。
	　　

	
	(3)ごみピット貯留容量自動計測装置
	
	

	
	①形式
	
	　　　

	
	②数量
	ごみピット全エリアをカバーする必要台数
	　　基

	
	③その他
	ア．ごみクレーンの稼働と連動してごみピット内の貯留容量を計測し、ごみクレーンの自動制御装置と連携する。
	　　　

	ごみピット(土木建築工事に含む）
	構 造 等
	・シングルピット方式でのごみピットの有効容量は、プラットホーム床レベル面（以下「ピット有効容量レベル」という。）までのピット実容量とする。ただし、投入扉から内扉間の投入傾斜部分はピット実容量に見込まないこと。
・ダブルピット方式では受入ピットと貯留ピットに区画するものとし、貯留ピットにて有効容量を確保すること。ただし、ダブルピット方式においては、緊急避難的な予備容量を追加で確保する。ダブルピット方式での有効容量については、標準10日分に対して、あらかじめ蒸気タービンの法令点検による長期全休炉に備えた容量を追加すること。追加する容量については、運営管理事業者による運転計画に基づく提案によるものとする。
・いずれのピット方式であっても、蒸気タービンの法定検査時等の長期にわたる全休炉時において、ごみの過積み、片積みにより有効容量を超えるごみを長期貯留可能な構造・形状とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ごみクレーン
	形　　式
	油圧バケット付天井走行クレーン
	

	
	数　　量
	2基
	　　基

	
	稼働条件
	(1)焼却炉へのごみ投入及びピット内でのごみ積み替えは、自動運転時1基運転で賄えるものとする。
(2)２基同時自動運転、2基同時手動運転が可能とする。
(3)１基を手動運転、同時に残る1基を自動運転可能とする。
(4)手動運転でのクレーン1基運転時の投入稼働率は33％以下とする。ただし、投入稼働率の計画においては、自動運転時における投入稼働率の増加がごみの撹拌作業に支障の無い範囲として計画すること。
(5)同時運転可能とするが、１基退避後残りの１基で全エリアのつかみ操作が可能とする。
	

	
	主要項目
	
	

	
	(1)吊り上げ荷重
	　　　ｔ
	　　ｔ

	
	(2)定格荷重
	　　　ｔ
	　　ｔ

	
	(3)バケット形式
	ポリップ式
	　　　

	
	(4)バケット数量
	2基（常時2基）
	　　基


	
	(5)バケット切り取り容量
	　　　㎥
	　　㎥

	
	(6)バケット開閉方式
	
	

	
	(7)主要部材
	
	

	ごみクレーン
	つめ
	材質：
特記：熱処理
	材質：　　
特記：　　

	
	ブッシュ
	材質：
特記：
	材質：　　
特記：　　

	
	シェル
	材質：
特記：主要部12mm厚以上
	材質：　　
特記：　　

	
	油圧シリンダ
	材質：
特記：ロッドはS45C
	材質：　　
特記：　　

	
	油タンク
	材質：
特記：
	材質：　　
特記：　　

	
	(8)ごみの単位容積重量
	定格荷重算出用：0.5t/㎥
稼働率算出用：0.195t/㎥
	定格荷重算出用：　　t/㎥
稼働率算出用：　　t/㎥

	
	(9)揚　　程
	   m
	　　m

	
	(10)横行距離
	   m
	　　m

	
	(11)走行距離
	   m
	　　m

	
	(12)各部速度及び電動機
	
	

	
	横行用
	速度制御方式: ＶＶＶＦ方式
速度（m/min）: 　　以下
出力（kW):
ＥＤ（％）:
	速度制御方式:　　
速度（m/min）:　　
出力（kW):　　
ＥＤ（％）:　　

	
	走行用
	速度制御方式: ＶＶＶＦ方式
速度（m/min）: 　　以下
出力（kW):
ＥＤ（％）:
	速度制御方式:　　
速度（m/min）:　　
出力（kW):　　
ＥＤ（％）:　　

	
	巻上用
	速度制御方式: ＶＶＶＦ方式
速度（m/min）: 　　以下
出力（kW):
ＥＤ（％）:
	速度制御方式:　　
速度（m/min）:　　
出力（kW):　　
ＥＤ（％）:　　

	
	開閉油圧式
	速度制御方式:
速度（m/min）:開　　sec以下
閉　　sec以下
出力（kW):
ＥＤ（％）:
	速度制御方式:　　
速度（m/min）:開　　sec以下
閉　　sec以下
出力（kW):　　
ＥＤ（％）:　　

	
	(13)稼 働 率
	　　％以下（1基運転時：手動）
　　％以下（1基運転時：自動）
	　　％以下（1基運転時：手動）
　　％以下（1基運転時：自動）

	
	(14)操作方法
	遠隔手動操作、半自動及び全自動
	

	
	(15)給電方式
	キャブタイヤケーブルカーテンハンガー方式
キャブタイヤケーブルリール方式
	　　
　　

	
	クレーン操作室窓拭き装置

	
	形　　式
	
	　　

	
	数　　量
	一式
	　　

	
	主要機器
	・ポンプ
・洗浄ユニット
・ブロワ
・その他付属品一式
	　　

	
	その他
	①本装置は、クレーン操作室内部より押しボタン操作によって自由に且つ迅速に清掃が可能なものとし、除じん、洗浄、乾燥の工程を自動で行うものとする。
②見学者用窓と兼用使用が可能とする。
③形式は全自動式とし、機械式又は光触媒方式のいずれかを選択する。
	　　

	ごみクレーン
	設計基準等
	・自動運転監視装置を設置し、クレーンの稼働状況をモニタで監視可能とする。自動運転監視装置は中央制御室の中央監視操作卓と列盤とする。
・ごみクレーン操作室に設置するクレーン操作盤は、1面/1基とし、モニタ等必要な装置を付帯する。
・２基各々に衝突防止装置（超音波式等）を設ける。
・バケット容量は、投入するごみの量及び質の平準化が十分行える余裕ある容量とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	剪断破砕機
	形　　式
	油圧剪断式
	　　

	
	数　　量
	１基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	（1）処理対象物最大寸法
	幅1m×高1m×長さ2m
	幅　　m×高　　m×長さ　　m

	
	（2）能力
	　　ｔ/日以上（　h/日稼働）
	　　ｔ/日以上（　ｈ/日稼働）

	
	設計基準等
	・材質は耐磨耗性、耐腐食性を考慮したものとする。
・本体の構造は、点検、補修が容易にできるものとする。
・万が一の重大事故を回避するために、破砕機付近に緊急停止スイッチを複数設ける。また、周囲に引綱スイッチによる緊急停止装置を設ける。 
・落下防止のため投入ボックス上端レベルは床面＋900mm以上とする。やむを得ず低位置に設置する場合は転落防止用手摺を設置する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	脱臭装置
	形　　式
	
	　　

	
	数　　量
	1式
	　　

	
	主要機器
	
	

	
	(1)脱臭装置
	
	

	
	①脱臭方式
	
	　　

	
	②構　　　造：
	板製角型
	　　

	
	③数　　　量
	　　基（必要基数を設ける）
	　　基

	
	④容　　　積
	　　㎥
	　　㎥

	
	⑤主要材質
	一般構造用圧延鋼
	　　

	
	(2)脱臭ファン
	
	

	
	①形　　式
	ターボ型
	　　

	
	②数　　量
	　　基（必要基数を設ける）
	　　基

	脱臭装置
	③主要項目等
	風量：　　m3/min
風圧：　　Pa
回転数：　　rpm
電動機：　　kW
制御方式：　　（風量を制御可能とする）
主要材質
ケーシング：一般構造用圧延鋼
インペラ：一般構造用圧延鋼
シャフト：機械構造用炭素鋼
	風量：　　m3/min
風圧：　　Pa
回転数：　　rpm
電動機：　　kW
制御方式：　　
主要材質
ケーシング：　　
インペラ：　　
シャフト：　　

	
	操作方式
	遠隔自動、現場手動
	

	
	付属品
	①防振架台
②防振ゴム
③ドレン抜き（ファンケーシング）
④軸受け温度計
⑤吸込ダンパ
⑥ダクト
⑦入口フィルタ
⑧点検口
⑨メンテナンス・脱臭材交換用電動ホイスト
	

	
	設計基準等
	・脱臭ファンは鉄筋コンクリート基礎に固定する。
・風量制御は台数制御を併用してもよい。
・活性炭を使用する場合は入替作業を容易とすること。交換・入替頻度は、通常の運転計画において1回/年となるように充填量を計画すること。
・脱臭装置本体のホッパーステージ内への設置は可とするが、未使用時の養生を考慮すること。一方、脱臭ファンについては、ホッパーステージ内に設置することは不可とする。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	薬剤噴霧装置
	形　　式
	高圧噴霧式
	　　

	
	数　　量
	一式
	　　

	
	主要項目
	
	

	
	(1)容　　量
	1日3回噴霧として7日分以上
	

	
	(2)供給ポンプ
	2台以上(原則として交互運転)
	

	
	(3)噴霧ノズル
	広角ノズル
	

	
	噴霧場所等
	(1)ごみピット内に防臭剤及び殺虫剤を散布する。
(2)プラットホーム出入り口及び投入扉、受入ホッパ近傍に防臭剤を散布する。
(3)薬剤濃度を任意に変えられるものとする。
(4)ごみピット内防臭剤系統については、水単独の噴霧も可能とする。
	

	
	操作方法
	現場手動及び自動
	

	
	主要機器
	・防臭剤タンク
・殺虫剤タンク
・噴霧ポンプ
・噴霧ノズル
・配管
	

	薬剤噴霧装置
	設計基準等
	・ノズル構造は詰まり難い構造とし、ノズルの点検、交換が容易に行えるようにする。
・ノズル数量は、それぞれの箇所及び噴霧面積に応じた個数とする。
・配管、ノズルともにステンレス製とする。
・搬入車、人には直接かからないよう計画すること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	自己搬入ヤード（土木建築工事に含む）
	形　　式
	屋内式
	

	
	通行方向
	一方通行式
	

	
	構　　造
	
	

	
	床
	
	

	
	壁
	
	

	
	天井
	
	

	
	主要寸法
	幅　　m以上×長さ　　m 
高さ4.5m以上（梁下有効高さ4.5ｍ以上）
	幅　　m以上×長さ　　m 
高さ　　m以上

	
	勾　　配
	2.0％程度
	　　％

	
	附属設備
	・自己搬入ヤードの出入口には電動シャッターとエアカーテンを設ける。本ヤードの運用においては、運転時間帯はシャッターを常時開状態とすることを想定しているが、必要に応じてシートシャッター等の追加の防臭対策を検討すること。
・自己搬入車両が5台程度同時に荷下ろし可能なスペースを確保する。
・計量システムと連動可能な小型計量機を必要台数設ける。小型計量機は、本市が自己搬入ごみの搬入量を種類別に把握するため、種類別に計量・記録できるものとする。また、最大秤量は100kg程度、目量は100g程度を目安とするが、計量機での入退出時の計量値と誤差が生じる場合は、入退出時の計量値ではなく、小型計量機での計量結果を正として記録するものとする。また、手数料については、計量機での入退出時の計量値を用いることを想定している。その他、小型計量機の仕様詳細については、運営管理事業者の意見を聴いた上で実施設計時に協議により定めるものとする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	自己搬入ヤード（土木建築工事に含む）
	設計基準等
	・ヤード床面は、コンクリート仕上げとし、滑りにくく十分な強度と耐久性を確保して施工すること。また、下階に部屋を配置する場合はヤード床面を防水仕様にすること。
・収納容器を設置するスペースの床には、作業用重機やコンテナ等の衝撃から床を保護するためのアングルを埋め込むこと。
・床の汚れを速やかに清掃できるものとし、ごみ汚水は速やかに排出させるため、2.0%程度の水勾配を設けること。
・自然光をできるだけ取り入れること。
・ヤード内の照明は、停電時でも最低限の明るさが確保できるよう非常電源系統より給電すること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	２．燃焼設備
	
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	ごみホッパ
	形　　式
	
	

	
	数　　量
	１基/炉
	　　基/炉

	
	主要項目
	
	

	
	(1)容　　量
	
	

	
	ホッパ容量（シュート部含む）
	　　㎥
	　　㎥

	
	(2)主要材質
	
	

	
	ホッパ上部：
	一般構造用圧延鋼材
	　　

	
	ホッパ下部（シュート部）：
	　　　（耐熱耐腐食耐磨耗に考慮したもの）
	　　

	
	構　　造
	
	

	
	(1)主要寸法
	
	

	
	ホッパ開口部寸法
	　　m×　　m
	　　m×　　m

	
	シュート最狭部開口寸法
	　　m×　　m
	　　m×　　m

	
	(2)主要部板厚
	
	 

	
	ホッパ部
	9mm以上
傾斜部底板にはライナープレート12mm厚以上を取付る。
	　　mm以上
傾斜部底板にはライナープレート
　　mm厚以上を取付る。

	
	主要機器
	
	

	
	(1)ホッパシュート
	一式
	

	
	(2)ホッパゲート
	一式
	

	
	(3)ゲート駆動用油圧ポンプ（火格子駆動用と兼用可）
	一式
	

	
	(4)ブリッジ解除装置（開閉ゲート兼用可）
	一式
	

	
	(5)レベル検出装置
	一式
	

	
	(6)ブリッジ検出装置
	一式
	

	
	(7)ホッパ消火装置
	一式
	

	
	(8)その他必要なもの
	一式
	

	
	設計基準等
	・ごみクレーンで供給されたごみを、一時貯えて円滑に送入すること。
・ごみのブリッジ、または、ガス、空気の吹抜けが発生しないよう、円滑に炉内へ供給し得るものとする。
・点検、清掃及び修理を考慮した構造とすること。
・シュート部はごみの閉塞をおこさない形状とし、また、投入時に吹き返しを軽減する機能を有すること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	給じん装置
	形　　式
	　　（プッシャー式またはストーカ兼用式）
	

	
	数　　量
	１基/炉
	

	
	主要項目（１基につき）
	
	

	
	(1)構　　造
	
	　　

	
	(2)能　　力
	　　㎏/h以上
	　　kg/h以上

	
	(3)寸　　法
	幅　　m×長さ　　m
	幅　　m×長さ　　m

	
	(4)主要材質
	
	

	給じん装置
	設計基準等
	・ごみを炉内に円滑に供給でき、外気とのシールを形成できること。
・自動燃焼制御の要素として給じん量の制御を行い、制御指令に対し適切に応答し、定量性を確保し得る機能を有すること。
・装置は、耐熱、耐摩耗性に優れ、耐久性を有すること。
・本体からごみ汚水が漏出しない構造とし、ごみの乾燥物等が発火しないよう十分な対策を講じる。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	燃焼装置
	ストーカ形式
	
	

	
	能　　力
	　　kg/h以上
	　　kg/h以上

	
	数　　量
	１基/炉
	　　基/炉

	
	主要項目
	
	

	
	(1)駆動方式
	
	

	
	(2)速度制御方式
	
	

	
	(3)操作方法
	
	

	
	(4)火格子燃焼率
	　　kg/m2・h
	　　ｋg/m2・h

	
	(5)火格子面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	(6)火格子寸法
	幅　　　ｍ×長さ　　　ｍ
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ

	
	(7)傾斜確度
	　　　°
	　　　°

	
	(8)主要材質
	
	

	
	設計基準等
	・燃焼を完結できる火格子面積を確保する。
・ストーカはごみの解きほぐしに有効で、片より、目詰まり、引掛かりなどの不具合を起こさず、かつ、燃焼用空気の供給が良好な構造とする。
・燃焼空気の吹き抜けを防ぐこと。
・ボイラの蒸発量制御を確実に達成できる構成とすること。燃焼空気ダンパ、二次空気ダンパ、給じん装置、ストーカ等を自動で操作し、良好な制御性能を確保すること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ストーカ駆動装置
	形　　式
	油圧ユニット式
	

	
	数　　量
	1基/1炉
	　　基/1炉

	
	主要項目
	
	

	
	(1)容量：
	
	

	
	(2)全揚程
	
	

	
	(3)電動機
	　　V×　　P×　　kW
	　　V×　　P×　　kW

	
	(4)操作方式
	遠隔現場手動（現場優先）
	

	
	(5)油圧タンク
	
	

	
	主要機器
	
	

	
	(1)油圧ポンプ
	
	

	
	①形　　式
	
	

	
	②数　　量
	2台（うち1台交互運転予備）
	　　台（うち1台交互運転）


	
	③材　　質
	
	

	ストーカ駆動装置
	胴　　体
	
	　　

	
	ギア等
	
	　　

	
	主　　軸
	
	　　

	
	(2)油タンク及び本体：
	１基
	　　基

	
	(3)油圧シリンダ
	１式（必要に応じて）
	　　式

	
	(4)油圧配管及び弁類：
	１式
	　　式

	
	(5)電磁切換弁：
	１式
	　　式

	
	(6)その他付属弁類：
	１式
	　　式

	
	(7)圧力計：
	１式
	　　式

	
	(8)油温度計：
	１式
	　　式

	
	(9)ストレーナ：
	１式
	　　式

	
	(10)油冷却器：
	１式
	　　式

	
	(11)その他必要なもの：
	１式
	　　式

	
	設計基準等
	・燃焼設備の各装置及び関連機器の駆動装置は、原則として油圧駆動（ユニット）方式とする。
・油タンク、ポンプ、ろ過器、弁類、各種計器等を一箇所にまとめた構成とし、故障表示、警報機能を有すること。
・装置周辺には油交換、点検のスペースを確保すること。
・給じん装置とストーカの速度等は、個別に制御できることとする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	焼　却　炉（焼却炉本体）
	燃焼室容積
	　　　㎥
	　　㎥

	
	二次燃焼室容積
	　　　㎥
	　　㎥

	
	燃焼室熱負荷
	　　kJ/ m3h以下（高質ごみ）
	　　kJ/ m3h以下

	
	主要機器
	
	

	
	(1)炉本体
	1基
	　　基

	
	(2)鉄骨及び鋼板囲（全周溶接密閉構造）
	一式
	

	
	(3)点検口、炉内監視用覗窓
	一式
	

	
	(4)計測口
	一式
	

	
	(5)付属品
	一式
	

	
	(6)クリンカ防止装置
	一式
	

	
	設計基準等
	・燃焼室熱負荷に対し、安定した燃焼のできる炉容積を確保すること。
・燃焼室及び二次燃焼室では、十分な燃焼ガスの攪拌混合と完全燃焼が行えるものとし、燃焼排ガスの滞留時間は850℃以上の燃焼温度にて2秒以上を確保すること。なお、滞留時間の計算は、二次燃焼空気（或いは同等の機能を目的とした空気）の吹き込み口位置から、850℃以上の燃焼温度が維持できる区間までの容積より求める。また、各ごみ質での滞留時間を考慮した位置に燃焼室出口温度計を設け管理する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	炉体鉄骨及び炉体ケーシング（焼却炉本体）
	形　　式
	全鋼板囲製耐震鉄骨支持自立形
	　　

	
	数　　量
	2基（1炉1基）
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)構　　造
	鋼板製溶接構造
	　　　

	
	(2)材　　質
	
	

	
	鉄骨：
	建築構造用圧延鋼又は一般構造用圧延鋼
	　　　

	
	ケーシング：
	一般構造用圧延鋼（t=6.0mm以上）
	　　　

	
	設計基準等
	・ケーシング外表面の温度は原則として80℃以下とし、ケーシング外表面からの放熱による焼却炉周辺炉室の最高室内温度を45℃以下とするよう放熱量を抑える。
・ケーシングは、全周溶接密閉構造とする。
・炉は外気と完全に遮断された気密構造とする。
・十分な広さを持つ点検扉を設ける。また、点検窓から焼却状況を確認できるものとする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	落じんホッパ及びシュート（焼却炉本体）
	形　　式
	
	

	
	数　　量
	２炉分
	　　炉分

	
	材　　質
	一般構造用圧延鋼（ｔ＝6.0㎜以上）
	　　（ｔ＝　　㎜以上）

	
	設計基準等
	・ホッパ及びシュートは、落じんが支障なく自然落下する傾斜角をつけるとともに、落じんの大きさ及び量に応じた容量と形状を有すること。
・詰まりの除去や点検、補修等のため、点検口を設ける。本体や点検口周辺は落じんや汚水の漏出を防止できるよう密閉構造とする。また、専用足場板を外部に収納すること。
・溶融アルミの付着、堆積に対する除去清掃の便宜を考慮すること。
・シュートのエアシールはダブルフラップダンパ式とする。
・乾燥帯は、落じん及びタールによる発火検出-警報装置を設ける。また、発火時の消火機能を装備すること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	主灰シュート（焼却炉本体）
	形　　式
	
	

	
	数　　量
	2炉分
	　　炉分

	
	主要項目
	
	

	
	(1)材　　質
	
	

	
	シュート
	一般構造用圧延鋼
	　　

	
	シュートの水封構造部分
	ステンレス鋼板
（水封部分及び水面より2.0ｍ上部まで）
	　　

	
	(2)板　　厚
	
	

	
	一般構造用圧延鋼
	9.0㎜以上
	　　㎜以上

	
	ステンレス鋼板
	6.0㎜以上
	　　㎜以上

	主灰シュート（焼却炉本体）
	設計基準等
	・灰が支障なく自然落下する傾斜角をつけるとともに、大きさ及び量に応じた容量と形状を有すること。
・詰まりの除去や点検、補修等のため点検口を設ける。本体や点検口周辺は落じんや漏出を防止できるよう密閉構造とする。
・シュートのエアシールは、灰押出し装置の水封面の水位変動を十分に考慮した方式・構造とすること。
・粗大物、ワイヤ類、クリンカ等の排出に問題ない形状、構造とすること。
・シュート内部が正圧となる場合を考慮し、外部との気密性を確保すること。
・周囲に点検床を設け、安全かつ容易に主灰（乾灰）を採取し得るサンプリング装置を装備すること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	昇温バーナ（助燃装置）
	形　　式
	
	　　　　

	
	数　　量
	　　基/炉
	　　基/炉

	
	主要項目（１基につき）
	
	

	
	(1)燃　　料
	都市ガス13Ａ
	　　

	
	(2)着火方式
	電気ガス着火方式
	　　

	
	(3)操作方式
	
	

	
	①着　　火
	現場手動
	　　

	
	②消　　火
	現場手動、中央
	　　

	
	③流量制御
	現場手動、中央
	　　

	
	④緊急遮断
	自動、中央・現場手動
	　　

	
	(4)付属装置
	
	

	
	①着火装置
	１式
	　　

	
	②流量計
	１式
	　　

	
	③緊急遮断弁
	１式
	　　

	
	④失火警報装置
	１式
	　　

	
	⑤その他
	１式
	　　

	昇温バーナ（助燃装置）
	設計基準等
	・バーナ作動中は、常に失火等の警報回路を作動させること。
・焼却炉立上げ時において、ごみ投入前に二次燃焼室温度850℃以上までバーナで昇温できるものとする。
・焼却炉立下げ時において、ストーカ上のごみが燃え尽きるまでの間、二次燃焼室温度850℃以上で維持できるものとする。
・自動立上げ制御、自動停止制御システムに連動する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	助燃バーナ（助燃装置）
	形　　式
	
	

	
	数　　量
	　　基/炉
	　　基/炉

	
	主要項目（１基につき）
	
	

	
	(1)燃　　料
	都市ガス13Ａ
	　　

	
	(2)着火方式
	電気ガス着火方式
	　　

	
	(3)操作方式
	
	

	
	①着　　火：
	現場手動、中央
	　　

	
	②消　　火：
	現場手動、中央
	　　

	
	③流量制御：
	現場手動、中央
	　　

	
	④緊急遮断：
	自動、中央・現場手動
	　　

	
	(4)付属装置
	
	

	
	①着火装置：
	１式
	　　

	
	②流量計：
	１式
	　　

	
	③緊急遮断弁：
	１式
	　　

	
	④失火警報装置：
	１式
	　　

	
	⑤その他
	１式
	　　

	
	設計基準等
	・バーナ作動中は、常に失火等の警報回路を作動させること。
・ＡＣＣと連動する。
・付随する装置は耐熱仕様とする。
・炉ごとに流量積算計を設けて、中央制御室へ伝送する。
・炉立ち上げ完了後にバーナを引き抜くことなく、運転が可能であること。また、運転中であってもバーナは安全且つ容易に着脱可能であること。
・助燃用バーナで細かな流量調整が求められる場合は、ターンダウン比を十分に考慮すること。
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	３．燃焼ガス冷却設備
	
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	ボイラ
	形　　式
	　　
	　　　

	
	数　　量
	１基/炉
	　　基/炉

	
	主要項目（1系列につき）
	
	

	
	(1)最高使用圧力
	　　MPａ
	　　MPａ

	
	(2)常用圧力
	
	

	
	ボイラドラム
	　　MPａ
	　　MPａ

	
	過熱器出口
	　　MPａ
	　　MPａ

	
	(3)蒸気温度（過熱器出口）
	　　℃
	　　℃

	
	(4)給水温度（エコノマイザ入口）
	　　℃
	　　℃

	
	(5)排ガス温度（エコノマイザ出口）
	　　℃
	　　℃

	
	(6)最大蒸気発生量
	　　Kg/ｈ
	　　Kg/ｈ

	
	(7)伝熱面積及び環水保有量
	
	

	
	①輻射伝熱
	　　m2　　　　m3
	　　m2　　　　m3

	
	②接触伝熱面：
	　　m2　　　　m3
	　　m2　　　　m3

	
	③過熱器
	　　m2　　　　m3
	　　m2　　　　m3

	
	(8)主要材質
	
	

	
	①ボイラドラム
	
	　　

	
	②伝熱管
	
	　　

	
	③管寄せ
	
	　　

	
	(9)圧力弁圧力（ボイラ）
	　　MPa
	　　MPa

	
	設計基準等
	・ボイラは設計蒸気圧力、温度に対し十分な剛性を持ち、運転時の熱膨張に対し十分な柔軟性を有するものとする。
・常用使用蒸気圧力及び常用過熱蒸気温度は4MPa、400℃を基本とするが、高効率発電計画を踏まえた上で設備の耐久性向上策を含めた最大の費用対効果を得ることを前提として、設計施工事業者の独自の技術と工夫による更なる高温・高圧化を目指すものとする。高温、還元性腐食等による局部腐食が可能な限り生じないための対策を講じる。
・過熱器の長寿命化に考慮し、過熱器管の母材は実績のある高耐久耐腐食材料を採用する。また、高温腐食に考慮すべき箇所（第2次過熱器、第3次過熱器等）については、過熱器管表面に耐腐食性に優れる材料を肉盛溶接する等して、母管を腐食・摩耗から保護する等の工夫を講じる。また、同様に耐火物被覆のないボイラ水管についても、必要箇所に耐食性材料での溶射処理や肉盛溶接等により保護することを検討する。
・接触伝熱面は灰による詰まりの少ない温度域に設置し、煤吹き効果の高い構造とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	　　

	
	
	
	

	ボイラ鉄骨及びケーシング
	形　　式
	全鋼板囲製耐震構造
	　　

	
	数　　量
	1基/炉
	　　基/炉

	
	主要項目
	
	

	
	(1)主要材質
	
	

	
	①鉄　　骨：
	一般構造用圧延鋼
	　　

	
	②ケーシング：
	一般構造用圧延鋼
	　　

	
	③ケーシング表面温度：
	80℃以下
	　　℃以下

	
	(2)主要機器
	
	

	
	①鉄　　骨：
	１式
	　　

	
	②ケーシング：
	１式
	　　

	
	③マンホール：
	１式
	　　

	
	④保　　温：
	１式
	　　

	
	設計基準等
	・ボイラの外周には、各部の温度に応じた耐火材及び断熱材を備え、放熱をできるだけ防止する。さらに、ボイラ全体の周囲を鋼板で囲み、溶接等により可能な限り密閉構造とする。
・実施設計時、構造計算書を提出すること。
・熱膨張及び炉内圧に対する対策を講じる。
・点検歩廊と階段を設ける。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を提案した理由
	
	

	ボイラ下部ホッパシュート
	形　　式
	溶接構造鋼板製
	　　　　　

	
	数　　量
	2缶分
	　　缶分

	
	材　　質
	　　　　
	　　　　　

	
	付属装置（1基につき）
	
	

	
	　形　　式
	　　
	　　

	
	　数　　量
	　　基
	　　基

	
	　主要項目
	
	

	
	　　形　　式
	　　
	　　

	
	　　冷却方式
	　　
	　　

	
	　　電動機
	　　kW
	　　kW

	
	　　操作方法
	　　
	　　

	
	　　付属品
	　
	　　

	
	設計基準等
	・シュートは十分な傾斜角度をつけて、常にダストが堆積しないようにする。
・十分な気密性を有する。
・点検に際し、作業が安全で容易な位置に点検口を設ける。
・保温施工する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	過熱器
	形　　式
	（ 水平形又は吊下げ形 ）
	　　

	
	数　　量
	　　基/炉
	　　基/炉

	
	主要項目
	
	

	
	（1）過熱器蒸気温度
	　　℃
	　　℃

	
	（2）最高使用圧力
	　　MPa
	　　MPa

	
	（3）最高使用温度
	　　℃
	　　℃

	
	（4）主要材質
	伝熱管：
	

	
	（5）加熱面積
	　　　ｍ2
	　　　ｍ2

	過熱器
	設計基準等
	・過熱器は、その全体を定期補修整備期間内において交換可能とする。
・蒸気式スートブロアを適用する箇所にはドレンアタック用プロテクタを設ける。スートブロアからの蒸気噴射によるボイラチューブの腐食等に対し、耐熱・耐食材料等による損耗防止対策措置を考慮する。
・管配列はダスト閉塞を起こさないような構造とする。
・点検、清掃が容易な構造とする。
・保温施工する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	エコノマイザ
	形　　式
	
	　　　　

	
	数　　量
	１基/炉
	　　基/炉

	
	容　　量
	　　m3/h
	　　m3/h


	
	材　　質
	
	　　

	
	給水温度
	　　℃
	　　℃

	
	設計基準等
	・減温塔を省略した低温エコノマイザとして計画設計する。
・エコノマイザの構造及び方式は、低温腐食防止、ボイラ効率を考慮したものとする。特に排ガスとボイラ給水温度との対数平均温度差については、ボイラ給水温度の過度な低温化は避けるものとし、エコノマイザ本体の規模・容量で対応する。
・スートブロアを設ける。
・スートブロアからの蒸気噴射によるボイラチューブの腐食等に対し、耐熱・耐食材料等による損耗防止対策措置を考慮する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を提案した理由
	
	

	スートブロア
	形　　式
	
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	操作方法
	全自動遠隔操作及び遠隔手動操作も可能
	

	
	設計基準等
	・タイマによる全自動運転を原則とするが、休止機器の設定の他、本体のスイッチボックスで個別手動運転を可能とする。
・本体に運転表示灯（回転灯）を設ける。
・エアパージ装置を付帯する。
・グリス落下対策を講じる。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を提案した理由
	
	

	安全弁用消音器
	材　　質
	
	

	
	（1）胴　　体
	一般構造用圧延鋼
	　　　

	
	（2）吸音材
	　　　（吸音特性と使用温度条件を満足するもの）
	　　　

	
	数　　量
	2基/炉（ボイラ用1基、脱気器用1基）
	　　基/炉（ボイラ用　　基、脱気器用　　基）

	安全弁用消音器
	その他
	ドレン抜き他
	

	
	設計基準等
	・本消音器はボイラ上部に設け、吸音材は吸音特性と耐熱性に優れたものとし、蒸気の飛散防止対策を講じること。
・吸音材は飛散しないように表面保護層を設け確実に取り付ける。
・本装置の支持は、吹出蒸気の反力を充分考慮すること。
・本装置はドレン抜きを充分考慮した配置とすること。
・吹出蒸気の放出先は屋外(屋上)とすること。
・消音器までの管径は吹出蒸気量に充分見合うものとすること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	脱　気　器
	形　　式
	
	　　　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	（1）使用圧力
	最高　　MPa　　常用　　MPa
	最高　　MPa　　常用　　MPa

	
	（2）処理水温度
	　　　℃
	　　　℃

	
	（3）脱気能力
	　　　t/h
	　　　ｔ/ｈ

	
	（4）残存酸素
	　　　mgO2/L 以下
	　　ｍgO2/L 以下

	
	（5）貯水能力
	　　　㎥
	　　㎥

	
	付属品
	・安全弁
・安全弁用消音機
	

	
	設計基準等
	・各脱気器系列の最大蒸発量時において必要な能力を有すること。
・貯水容量は、貯水タンク基準水面以下で脱気器系列の時間最大蒸発量の1/6 以上を確保する。
・安全弁（機付）を設ける。
・圧力緊急調節弁を設ける。放蒸気はブロータンクへ戻す。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ボイラ給水ポンプ
	形　　式
	
	　　

	
	数　　量
	　　基/2炉（交互運転）
	　　基/2炉

	
	材　　質
	
	

	
	（1）ケーシング
	
	

	
	（2）インペラ
	
	

	
	（3）シャフト
	
	

	
	（4）所要電動機
	　　V×　　P×　　kW
	　　V×　　P×　　kW

	
	（5）操作方式
	
	

	
	主要項目
	
	

	
	（1）容　　量
	　　m3/h
	　　㎥/h

	
	（2）全揚程
	　　m
	　　m

	
	（3）給水温度
	　　℃
	　　℃

	
	（4）電動機
	　　V×　　P×　　kW
	　　V×　　P×　　kW

	
	（5）操作方法
	
	

	ボイラ給水ポンプ
	設計基準等
	・全揚程は、ボイラ最高使用圧力時において脱気器圧力が下限となっても十分に送水可能となるよう設定する。
・有効NPSH は、脱気器圧力低下及び給水温度を考慮して設定し、要求NPSHを十分に満足するものとする。
・ケーシング、羽根車、主軸は耐圧、耐腐食、耐磨耗性を十分考慮する。
・ポンプ容量は、1台についてボイラ時間最大蒸発量の120%以上とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ボイラ用薬液注入装置
	薬注ポンプ形式
	可変容量型連続ポンプ注入式
	　　

	
	薬注ポンプ数量
	
	

	
	(1)清缶剤用
	3又は2台/2炉（交互運転）
	　　台/2炉（交互運転）

	
	(2)脱酸剤用
	3又は2台/2炉（交互運転）
	　　台/2炉（交互運転）

	
	薬液貯槽
	
	

	
	(1)清缶剤用
	1槽
	　　槽

	
	(2)脱酸剤用
	１槽
	　　槽

	
	薬液希釈槽
	攪拌機を設ける
	

	
	(1)清缶剤用
	1槽
	　　槽

	
	(2)脱酸剤用
	１槽
	　　槽

	
	容　　量
	
	

	
	(1)清缶剤貯槽
	　　ｍ3以上（7日分以上）
	　　ｍ3以上（7日分以上）

	
	(2)脱酸剤貯槽
	　　ｍ3以上（7日分以上）
	　　ｍ3以上（7日分以上）

	
	設計基準等
	・注入量が短時間で計測できること。
・薬注ポンプ、槽、配管等、全てステンレス製とする。
・薬注ポンプの数量は系列別に設置する場合は3台/2炉、共通系とする場合は2台/2炉とする。
・薬液貯槽には、透視型液面計を設け、液面上限警報を仕込み口付近に設置する。また、液面水位及び液面上下限警報を中央制御室へ伝送する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	缶水連続測定装置
	缶水連続ブロー測定装置
	
	

	
	(1)形　　式
	ブロー量自動調節式
	

	
	(2)数　　量
	1基/炉
	　　基/炉

	
	(3)材　　質
	
	

	
	(4)そ の 他
	①連続ブロー装置にサンプリングクーラ、缶水測定装置（電気伝導率計、pH計、流量指示積算計）を設ける。
②サンプリングクーラは所定の温度まで冷却する能力を有する。
③サンプリングクーラの溶接部はSUS製とする。
④装置は、ボイラ補機室内に設置し、換気は屋外に導くものとする。
⑤サンプリング排水は、配管にて最寄りの排水槽まで導くこと。
⑥缶水の水質測定のためのサンプリングが安全に行えること。
	

	
	給水測定装置
	
	

	
	(1)形　　式
	
	　　　

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(3)材　　質
	
	

	
	(4)そ の 他
	①脱気器出口からのボイラ給水ライン上にサンプリングクーラ、給水測定装置（電気伝導率計、pH計、流量指示積算計）を設ける。
②サンプリングクーラは所定の温度まで冷却する能力を有する。
③サンプリングクーラの溶接部はSUS製とする。
④装置は、独立した室内に設置し、換気は屋外に導くものとする。
⑤サンプリング排水は、配管にて最寄りの排水槽まで導くこと。
⑥給水の水質測定のためのサンプリングが安全に行えること。
	

	
	ブロータンク
	
	

	
	(1)材　　質
	
	

	
	冷却器
	SUS
	

	
	ドレン配管
	SUS
	

	
	(2)数　　量
	１基/2炉
	　　基/　　炉

	
	(3)容　　量
	　　ｍ３以上
	　　ｍ３以上

	
	(4)その他
	①ブロータンクは、連続ブロー水、ボトムブロー水及び蒸気ドレンを受け入れ、大気圧に減圧するとともに冷却する。
②蒸気は放蒸管を通して屋外へ放散させる。
③工場内の不用蒸気ドレンは、原則として各系列ごとに独立の配管でブロータンクに集め、冷却後にプラント排水処理設備へ導く。なお、配管途中で逆流及び滞留の防止措置を講じる。
④ドレン冷却器は、水冷式とし容易に清掃可能な構造とする。
⑤冷却水出口側にフローチェッカを設ける。
⑥冷却水の出入口側及びドレン側に温度計を設ける。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	高圧蒸気だめ
	形　　式
	
	

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目（１基につき）
	
	

	
	(1)最高蒸気圧力
	　　MPa
	　　MPa

	
	(2)常用蒸気圧力
	　　MPa
	　　MPa

	
	(3)主要部板厚
	
	

	
	(4)主要部材
	
	

	
	(5)主要寸法
	　　mmφ×　　mmL
	　　mmφ×　　mmL

	
	(6)有効容量
	　　㎥
	　　㎥

	
	設計基準等
	・予備管台、圧力計、温度計を設ける。
・点検、清掃が容易な構造とする。
・架台は、熱膨張を考慮した構造とする。
・保温施工する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	低圧蒸気だめ
	形　　式
	
	

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)最高蒸気圧力
	　　MPa
	　　MPa

	
	(2)常用蒸気圧力
	　　MPa
	　　MPa

	
	(3)主要部板厚
	
	

	
	(4)主要部材
	
	

	
	(5)主要寸法
	　　mmφ×　　mmL
	　　mmφ×　　mmL

	
	(6)有効容量
	　　㎥
	　　㎥

	
	設計基準等
	・予備管台、圧力計、温度計を設ける。
・点検、清掃が容易な構造とする。
・架台は、熱膨張を考慮した構造とする。
・保温施工する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	タービン排気復水器
	形　　式
	強制空冷式
	

	
	数　　量
	　　系列
	　　系列

	
	主要項目
	
	

	
	(1)交換熱量
	　　GJ/h
	　　GJ/h

	
	(2)処理蒸気量
	　　t/h
	　　t/h

	
	(3)蒸気入口温度
	　　℃
	　　℃

	
	(4)蒸気入口圧力
	　　MPa
	　　MPa

	
	(5)凝縮水出口温度
	　　℃
	　　℃

	
	(6)設計空気入口温度
	35℃
	　　℃

	
	(7)空気出口温度
	　　℃
	　　℃

	
	(8)主要寸法
	幅　　m×長さ　　m
	幅　　m×長さ　　m

	
	(9)制御方式
	自動回転数制御、台数制御等
	　　

	
	(10)操作方式
	自動、遠隔手動、現場手動
	　　

	
	(11)材　　質
	
	

	
	①伝熱管
	
	　　

	
	②フィン
	
	　　

	
	(12)駆動方式
	
	　　

	
	(13)電動機
	　　V×　　P×　　kW×　　台
	　　V×　　P×　　kW×　　台

	
	設計基準等
	・容量は蒸気発生量の全量に設計裕度を見込んだ量を復水できる容量とする。
・運転中外気より空気漏れ込みのない構造とする。
・設計入口空気温度は35℃とする。
・屋外設置とするため、騒音・振動の少ない構造とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	復水タンク
	形　　式
	
	

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)主要部材
	SUS
	　　

	
	(2)容　　量
	　　㎥
	　　㎥

	
	その他
	・復水配管は、復水タンク内は低部まで配管すること。
・本タンクからのフラッシュ蒸気は、蒸気復水器上部に導き拡散すること。ドレンが発生する場合は、周囲に飛散しないようにドレン受けを設け、排水処理設備に導くこと。
・点検、清掃が容易に行えるよう点検口を設ける。
・液面計及び温度計を設けること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	エゼクタ
	材　　質
	
	

	
	エゼクタ本体
	高温高圧用鋼または同等品以上
	　　　

	
	ノズル
	SUS316Lまたは同等品以上
	　　　

	
	その他
	消音器を設ける。
	　　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	排気復水ポンプ
	形　　式
	
	

	
	数　　量
	2台（交互運転）
	　　台

	
	主要項目
	
	

	
	(1)吐出量
	　　Ｌ/min
	　　Ｌ/min

	
	(2)全揚程
	　　m
	　　ｍ

	
	(3)流体温度
	　　℃
	　　℃

	
	(4)主要材質
	
	

	
	①ケーシング
	
	　　

	
	②インペラ
	
	　　

	
	③シャフト
	
	　　

	
	(5)電動機
	　　V×　　P×　　kW
	　　V×　　P×　　kW

	
	(6)操作方式
	自動及び遠隔・現場手動
	　　

	
	(7)NPSH
	　　m
	　　m

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	脱気器給水ポンプ
	形　　式
	
	　　

	
	数　　量
	2台/脱気器1基（交互運転）
	　　台

	
	主要項目
	
	

	
	(1)有効容量
	　　㎥/h
	　　㎥/h

	
	(2)全揚程
	　　m
	　　ｍ

	
	(3)流体温度
	　　℃
	　　℃

	
	(4)主要材質
	
	

	
	①ケーシング
	
	　　

	
	②インペラ
	
	　　

	
	③シャフト
	
	　　

	
	(5)電動機
	　　V×　　P×　　kW
	　　V×　　P×　　kW

	
	(6)操作方法
	自動及び遠隔・現場手動
	　　

	
	設計基準等
	・ケーシング、羽根車、主軸は耐圧、耐腐食、耐磨耗性を十分考慮する。
・ポンプ容量は、1台について最大ボイラ給水量及び減温減圧装置給水量の120%以上とする。
・グランド部はメカニカルシールを使用し、水冷式を原則とする。
・ポンプの取付位置は、復水タンクの水面以下とする。
・高温耐振形の圧力計を入口側、吐出側に各１個設ける。
・ミニマムフローを設け、吐き出し水の一部を復水タンクへ戻す。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	純水装置設計基準
	設計基準等
	（1）純水製造能力の設計基準は次のいずれかを採用する。
①純水製造能力（日量）は全ボイラ時間最大蒸発量×24時間の10％以上とする。
②純水製造能力（日量）は全ボイラ時間最大蒸発量での補給水量の120％、かつ１日当たりの純水製造量はボイラ1缶に対して24時間以内に満水保管できる容量とする。この場合、純水タンクの容量については、ボイラ1缶に対して満水保管が可能な容量を確保すること。
（2）純水装置の定期補修整備は全炉停止時に実施するため、定期補修整備に要する期間を最短とする。
（3）同様に全炉停止時は排水処理設備も定期補修整備を行うため、純水装置の点検・清掃時に発生する廃液は排水処理設備への導水は出来ない。したがって、点検・清掃等に伴い発生する廃液量を最小とする他、廃水槽の容量は発生する廃液の全量を十分に貯留可能なものとする。
（4）処理水量・製造純水量・水質等を中央制御室へ伝送する。
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	純水装置（混床式再生方式）
	処理方式等
	
	

	
	（1）方　　式
	混床式再生方式
	

	
	（2）処理水水質
	
	

	
	①電気伝導率
	　　ｍｓ/ｍ以下（25℃において）
	　　ｍｓ/ｍ以下（25℃において）

	
	②イオン状シリカ
	　　ｍｇＳｉＯ２/ℓ以下
	　　ｍｇＳｉＯ２/ℓ以下

	
	（3）能力
	　　t/h
	　　t/h

	
	（4）再生周期
	　　時間通水、　　時間再生
	　　時間通水、　　時間再生

	
	（5）純水製造能力
	
	

	
	（6）純水製造日量
	
	

	
	（7）運転方法
	
	

	
	（8）純水再生薬品
	
	

	
	陽イオン再生
	塩酸
	

	
	陰イオン再生
	苛性ソーダ
	

	
	（9）その他
	採水量、水質は中央制御室に表示する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	塩素除去装置
	
	

	
	（1）方　　式
	活性炭方式
	　　　

	
	（2）形　　式
	鋼板製または樹脂製
	　　　

	
	（3）数　　量
	1基
	　　基

	
	（4）能　　力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	（5）内面塗装仕様
	鋼板性の場合はエポキシ・ウレタン樹脂塗装または同等品以上
	　　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	イオン交換塔　（混床塔）
	
	

	
	（1）形　　式
	鋼板製またはＦＲＰ
	

	
	（2）数　　量
	1基
	　　基

	
	（3）内面塗装仕様
	鋼板製の場合は内面に硬質ゴムライニングを施す
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	純水装置（混床式再生方式）
	イオン交換樹脂再生装置
	
	

	
	(1)純水用塩酸サービスタンク
	
	

	
	①形　　式
	自立型
	　　

	
	②数　　量
	1基
	　　基

	
	③容　　量
	　　㎥
	　　㎥

	
	④濃　　度
	　　　
	　　

	
	⑤材　　質
	　　　（耐酸性、耐食性に優れた材料・仕上げとする）
	　　

	
	(2)塩酸計量槽
	
	

	
	①形　　式
	自立型
	　　

	
	②数　　量
	1基
	　　基

	
	③容　　量
	　　㎥
	　　㎥

	
	④材　　質
	　　
	

	
	(3)純水ブロワ
	
	

	
	①形　　式
	ルーツブロワ
	　　

	
	②数　　量
	2台　（ 交互運転 ）
	　　台

	
	③容　　量
	　　㎥N/min、　　　kW
	　　㎥N/min、　　　kW

	
	④材　　質
	
	　　

	
	(4)純水用苛性ソーダサービスタンク
	
	

	
	①形　　式
	自立型
	　　

	
	②数　　量
	1基
	　　基

	
	③容　　量
	　　㎥
	　　㎥

	
	④濃　　度
	　　
	　　

	
	⑤材　　質
	鋼板またはFRPまたはPE
（PE製とする場合は、補強バンドの耐腐食性に十分配慮すること。）
	　　

	
	(5)苛性ソーダ計量槽
	
	

	
	①形　　式
	自立型
	　　

	
	②数　　量
	1基
	　　基

	
	③容　　量
	　　㎥
	　　㎥

	
	④材　　質
	鋼板またはFRPまたはPE
（PE製とする場合は、補強バンドの耐腐食性に十分配慮すること。）
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	加熱装置
	陰イオン交換樹脂再生時におけるシリカの除去効率をあげるため、希釈水を最適温度になるよう自動的に蒸気その他で加熱した後、苛性ソーダを均一に混合しイオン交換塔（混床塔）に注入する設備であり、過熱対策を講じるものとする。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	純水装置（混床式再生方式）
	純水タンク
	
	

	
	(1)形　　式
	
	

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(3)容　　量
	　　㎥
	　　㎥

	
	(4)材　　質
	
	

	
	本体
	SUS304
	

	
	タンク内配管
	SUS304
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	純水補給ポンプ
	
	

	
	(1)形　　式
	渦巻形
	

	
	(2)数　　量
	2台（交互運転）
	　　基

	
	(3)吐出量
	　　ｌ/min
	　　ｌ/min

	
	(4)揚　　程
	　　ｍ
	　　ｍ

	
	(5)給水温度
	　　℃
	　　℃


	
	(6)回転数
	　　rpm
	　　rpm

	
	(7)材　　質
	
	

	
	①ケーシング：
	
	

	
	②インペラ：
	
	

	
	③シャフト:
	
	

	
	（8）電動機
	　　kW
	　　kW

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	計測器
	流量計、圧力計、水質発信器、定体積計、温度指示調節計、流量積算計、その他の計器を必要箇所に設け、リストに表示する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	配管及び弁類
	腐食のおそれのある場所の配管等は使用環境に合致したものとする。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	廃液処理装置
	本装置は再生廃液を廃液槽内で攪拌しながらpH調整した後、原則として排水処理設備の排水貯留槽へ貯留する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	廃液槽
	
	

	
	(1)形　　式
	　　
	　　

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(3)容　　量
	　　㎥
	　　㎥

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	純水装置（逆浸透膜方式）
	処理方式等
	
	

	
	(1)方　　式
	逆浸透膜方式
	

	
	(2)処理水水質
	
	

	
	①電気伝導率
	0.5ｍｓ/ｍ以下（25℃において）
	　　ｍｓ/ｍ以下

	
	②イオン状シリカ
	0.2～0.3ｍｇＳｉＯ２/ℓ以下
	　　ｍｇＳｉＯ２/ℓ以下

	
	(3)能　　力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(4)活性炭逆洗周期
	　　日間通水、　　時間逆洗
	　　日間通水、　　時間逆洗

	
	(5)純水製造能力
	　　m3/日
	　　m3/日

	
	(6)純水製造日量
	　　m3/日
	　　m3/日

	
	(7)運転方法
	全自動・連続採水方式
	

	
	(8)その他
	採水量、水質は中央制御室に表示する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	塩素除去装置
	
	

	
	(1)方　　式
	連続式・活性炭吸着方式
	　　

	
	(2)形　　式
	鋼板製
	　　

	
	(3)数　　量
	1基
	　　基

	
	(4)能　　力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(5)内面塗装仕様
	ウレタン樹脂塗装または同等品以上
	　　

	
	(6)逆洗工程付き
	
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	プレフィルタ
	
	

	
	(1)方　　式
	
	　　

	
	(2)数　　量
	1基
	　　基

	
	(3)材　　質
	
	

	
	本体
	
	

	
	エレメント
	
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	昇圧ポンプ
	
	

	
	(1)形　　式
	多段渦巻ポンプ
	　　

	
	(2)数　　量
	2台（交互運転）
	　　台

	
	(3)材　　質
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(4)主要材質
	
	

	
	①ケーシング
	　　
	　　

	
	②インペラ
	　　
	　　

	
	③シャフト
	　　
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	純水装置（逆浸透膜方式）
	ＲＯ膜装置
	
	

	
	(1)形　　式
	逆浸透膜式
	　　

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(3)容　　量
	　　㎥
	　　㎥

	
	(4)材　　質
	
	

	
	本体
	SUS
	　　


	
	(5)供給原水量
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(6)採水量
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(7)濃縮水量（廃液）
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	純水タンク（必要に応じて設置）
	
	

	
	(1)形　　式
	
	　　

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(3)容　　量
	　　㎥
	　　㎥

	
	(4)材　　質
	
	

	
	本体
	SUS304
	

	
	タンク内配管
	SUS304
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	純水補給ポンプ
	
	

	
	(1)形　　式
	渦巻形
	　　

	
	(2)数　　量
	2台（交互運転）
	　　台

	
	(3)吐 出 量
	　　ｌ/min
	　　ｌ/min

	
	(4)揚　　程
	　　ｍ
	　　ｍ

	
	(5)給水温度
	　　℃
	　　℃

	
	(6)回 転 数
	　　rpm
	　　rpm

	
	(7)材　　質
	
	

	
	①ケーシング
	
	

	
	②インペラ
	
	

	
	③シャフト
	
	

	
	(8)電 動 機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	計測器
	流量計、圧力計、水質発信器、定体積計、温度指示調節計、流量積算計、その他の計器を必要箇所に設け、リストに表示する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	配管及び弁類
	腐食のおそれのある場所の配管等は使用環境に合致したものとする。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	純水装置（逆浸透膜方式）
	廃液槽
	
	

	
	（1）形　　式
	
	

	
	（2）数　　量
	　　基
	　　基

	
	（3）容　　量
	　　㎥
	　　㎥

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	その他
	・装置方式によっては、pH調整剤供給ユニット、スケール防止剤供給ユニット等の必要な装置を設ける。
・濃縮水の水質によっては、最小限度の処理或いは未処理での再利用水への利用も可とする。
	


	プラント機械設備工事
	
	

	４．排ガス処理設備
	
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	バグフィルタ
	形　　式
	バグフィルタ形ろ過式集じん器
	

	
	数　　量
	1基/炉
	　　基/炉

	
	主要項目（１基につき）
	
	

	
	(1)設計最大排ガス量
	　　ｍ３N /h
	　　ｍ３N/h

	
	(2)排ガス温度
	常用　　℃以下
	　　℃以下

	
	(3)排ガス流速
	　　m/min
	　　m/min

	
	(4)ろ布耐熱温度
	　　℃
	　　℃

	
	(5)ろ筒本数
	　　本
	　　本

	
	(6)入口含じん量
	　　g/ｍ３Ｎ（乾きガス、Ｏ212% 基準）
	　　g/ｍ３Ｎ（乾きガス、Ｏ212% 基準）

	
	(7)出口含じん量
	0.01g/ｍ３Ｎ以下（乾きガス、Ｏ212%基準）
	　　g/ｍ３Ｎ以下（乾きガス、Ｏ212%基準）

	
	(8)室区分数
	　　室
	　　室

	
	(9)ダスト払い落し方式
	パルスエアー式
	　　

	
	(10)ろ布面積
	m2
	m2

	
	(11)ろ過速度
	m/min
	m/min

	
	(12)主要部材質
	
	

	
	①ろ布
	耐熱強化ガラス＋PTFEコーティング又は同等品以上
	

	
	②リテーナ
	SUS
	

	
	③本体
	耐硫酸露点腐食鋼又は同等品以上
厚さ4.5mm以上
	　　
厚さ　　mm

	
	④本体下部ホッパ
	耐硫酸露点腐食鋼又は同等品以上
厚さ6.0mm以上
	　　
厚さ　　mm

	
	付属機器（１基につき）
	(1)ダスト払い落し装置
(2)ダスト搬出装置
(3)加温装置
　設置場所　　、電力容量　　kW
	(1)ダスト払い落し装置
(2)ダスト搬出装置
(3)加温装置
　設置場所　　、電力容量　　kW

	
	設計基準等
	・ろ布の耐熱温度は240～250℃以上とする。
・ろ布の材質は、ろ過性能、払い落とし性能、耐久性に優れたものとする。
・ろ布の延焼防止措置を施す。
・本体の内部は、排ガスが極力均等に分散するよう考慮する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	乾式排ガス処理装置
	形　　式
	粉末薬剤吹込方式
	

	
	数　　量
	2炉分
	　　炉分

	
	主要項目（１炉分につき）
	
	

	
	(1)設計最大排ガス量
	　　ｍ３Ｎ/h
	　　ｍ３Ｎ/h

	
	(2)使用薬剤
	
	

	
	①酸性有害ガス用：
	高反応消石灰
	　　

	
	②ダイオキシン類・水銀用
	活性炭
	　　

	
	（3）薬剤使用量
	
	

	
	①高質ごみ
	　　kg/h
	　　kg/h

	
	②基準ごみ
	　　kg/h
	　　kg/h

	
	③低質ごみ
	　　kg/h
	　　kg/h

	
	（4）吹込み位置
	バグフィルタ入口煙道　
	　　

	
	（5）薬品吹込み量制御
	自動
	　　

	
	（6）操作方式
	
	

	乾式排ガス処理装置
	消石灰供給装置
	
	

	
	(1)数　　量
	1基
	　　基

	
	(2)サイコロ容量
	　　㎥、最大使用量の7日分以上
	　　㎥　最大使用量の　　日分以上

	
	(3)主要項目
	
	

	
	①主要部材質
	一般構造用圧延鋼
	　　

	
	②薬剤受入方法
	ローリー車
	　　

	
	③定量切出方式
	テーブルフィーダ
	　　

	
	活性炭供給装置
	
	

	
	(1)数　　量
	1基
	　　基

	
	(2)サイコロ容量
	　　㎥、最大使用量の7日分以上
	　　㎥、最大使用量の　　日分以上

	
	(3)主要項目
	
	

	
	①主要部材質
	一般構造用圧延鋼
	　　

	
	②薬剤受入方法
	ローリー車
	　　

	
	③定量切出方式
	テーブルフィーダ
	　　

	
	薬剤供給ブロワ
	
	

	
	(1)形　　式
	ルーツ式
	　　

	
	(2)基　　数
	3台（交互運転）
	　　台

	
	(3)主要項目
	
	

	
	①能力
	kg/h
	

	
	②主要部材質
	ねずみ鋳鉄
	

	
	③制御方法
	連続
	

	
	付属機器
	
	

	
	①集じん装置（ﾊﾟﾙｽｼﾞｪｯﾄ式ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀ）
	1式
	　　式

	
	②レベル計
	1式
	　　式

	
	③エアレーション装置
	1式
	　　式

	
	④ブリッジ解除装置
	1式
	　　式

	
	⑤薬剤受入配
	1式
	　　式

	
	⑥吹込みノズル
	1式
	　　式

	
	⑦供給ブロワ
	1式
	　　式

	
	⑧その他必要なもの
	1式
	　　式

	
	設計基準等
	・消石灰と活性炭とのブレンド品は採用しない。
・消石灰については、最終処分場での消石灰由来の有機成分の溶出量が少ない製品を採用すること。
・薬剤サイロには、薬剤受入れ時の対応として集じん器を設ける。受け入れ時の漏れ対策を十分に講じる。
・サイロの貯留レベル計は、３点以上を設置する。ただし、ロードセル方式を採用する等して薬剤供給量を連続的に計測・記録するとともにブリッジを検出するシステムを採用する場合は、貯留レベル計は2点でも可とする。また、レベル等は中央制御室へ伝送するとともに、薬品の受入れ口に上限警報を表示する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	無触媒脱硝装置
	形　　式
	無触媒脱硝方式
	　　

	
	数　　量
	2基（1炉1基）
	　　基

	
	薬剤有効貯留容量
	　　㎥（基準ごみ２炉運転時の7日分以上）
	　　㎥

	
	主要項目
	
	

	
	(1)設計最大排ガス量
	　　ｍ３N/h
	　　m3N/h

	
	(2)使用薬剤
	　　（尿素またはアンモニア水）
	

	
	(3)NOx濃度（乾きガス、
O2　12%換算値）
	入口　　ppm　  出口　　ppm以下
	入口　　ppm 出口　　ppm

	
	設計基準等
	・薬剤の搬入、貯留、供給、気化の各工程で「閉塞」「固着」「磨耗」「漏洩」「腐食」を起こさないこと。設備はすべて密閉構造とする。
・薬剤供給量の制御は、遠隔自動とし、その調整範囲は十分広いものとする。
・保守点検上の必要性から内容物を排出する場合の薬剤揮発による作業環境悪化を防止する機能を装備すること。
・薬剤貯槽には、すべて防液堤を設けること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	５．余熱利用設備
	
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	発電設備
	蒸気タービン
	
	

	
	形　　式
	抽気復水タービン
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	定格出力等
	
	

	
	(1)連続最大出力（定格出力）
	　　kW　　（ 発電機端 ）
	　　kW

	
	(2)蒸気使用量
	　　t/h 　（ 最大出力時 ）
	　　t/h

	
	(3)主止弁前蒸気圧力
	　　MPa
	　　MPa

	
	(4)主止弁前蒸気温度
	　　℃
	　　℃

	
	(5)排気圧力
	　　Pa
	　　Pa

	
	抽気流量
	　　t/h
	　　t/h

	
	制御装置
	調速制御及び調圧制御
	

	
	負荷変動
	蒸気タービン起動時は、自動起動とし並列運転併入までは調速制御を行い、同期後は調圧制御（前圧制御）を行う。単独運転時、クレーン駆動等の瞬時の負荷変動に十分対応可能とする。電力会社の系統と定格出力で並列運転中に受電側遮断器がトリップした場合も対応可能とする。
	

	
	回転数
	
	

	
	タービン
	　　rpm
	　　rpm

	
	発電機
	　　rpm
	　　rpm

	
	危険速度
	　　rpm
	　　rpm

	
	本体材質
	温度、衝撃、遠心力、振動、腐食等に支障のない材質とする。
	

	
	設計基準等
	・第1段落に圧力計を設ける。
・タービン蒸気の入口側、抽気側及び排気側に、圧力計及び温度計を設ける。
・タービン軸受部潤滑油出口側に固定温度計を設ける。
・タービン各部のドレンは、発電機室内で放蒸させず、室外へ導き処理する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を提案した理由
	
	

	
	減速装置
	
	

	
	形　　式
	はすば又はやまば一段減速
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	潤滑方式
	強制給油式
	　　

	
	主要材質
	クロムモリブデンはだ焼鋼又は同等品以上
	　　

	
	設計基準等
	・動力損失の少ない機種を採用する。
・各軸受けにはダイヤル式温度計を設ける。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	発電設備
	潤滑装置
	
	

	
	制御油温度
	　　℃以下　（温度調節の有無）
	　　℃

	
	潤滑油温度
	　　℃以下（温度調節の有無）
	　　℃

	
	主油ポンプ
	
	

	
	(1)形　　式
	　　
	

	
	(2)数　　量
	1台
	　　台

	
	補助油ポンプ
	
	

	
	(1)形　　式
	　　
	　　

	
	(2)数　　量
	1台
	　　台

	
	非常用油ポンプ
	
	

	
	(1)形　　式
	　　
	　　

	
	(2)数　　量
	1台
	　　台

	
	油冷却器
	
	

	
	(1)形　　式
	　　
	　　

	
	(2)数　　量
	1台
	　　台

	
	(3)そ の 他
	①潤滑油供給温度調整装置つき。
②冷却水の入口出口、油の入口出口の各々に温度計を設ける。
③冷却水出口側にフローチェッカを設ける。
	

	
	油ろ過器
	
	

	
	(1)形　　式
	複式ろ過器
	　　

	
	(2)数　　量
	　　台
	　　台

	
	(3)そ の 他
	①必要箇所に差圧計を設ける。
②ろ過器は取り外しが容易な構造とする。
	

	
	主油タンク
	
	

	
	(1)形　　式
	鋼板製
	　　

	
	(2)数　　量
	1台
	　　台

	
	(3)そ の 他
	①内面は耐油、防錆塗装を行う。
②油面計を設ける。
③タンク底部に傾斜を付ける。ドレン抜きを設ける。
④タンクの通気管は屋外へ導く。なお、強制排気の場合は油水分離器を設ける。
⑤戻り油側に油水分離器を設ける。
	

	
	油圧調整弁
	
	

	
	(1)数　　量
	制御用：１台、潤滑用：１台
	制御用：　　台、潤滑用：　　台

	
	(2)そ の 他
	調整弁の前後に圧力計を設ける。
	

	発電設備
	グランド蒸気復水器
	
	

	
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	その他
	(1)冷却水の入口、出口側に温度計を設ける。
(2)排気は、屋外へ排出する。
	

	
	タービンバイパス装置
	(1)ボイラ蒸気発生量の全量をバイパス可能とする。
(2)タービン排気復水器に適合した圧力及び温度が得られるように減温減圧装置を設ける。
(3)減温減圧装置は、タービン停止時にタービンバイパス減温水を介し、過熱蒸気を減温減圧し、タービン排気復水器へ供給するものとし、形式は蒸気変換弁とし数量は1基以上とする。
(4)タービン排気出口に電動バルブまたは同等の機能を有するバルブを設ける。
	

	
	タービン排気管ドレン移送装置
	タービン排気管内等のドレンを復水タンクへ移送するための装置で、ドレン移送ポンプ、タービンドレンタンク等より構成する。なお、複式ストレーナを設けるものとする。
	

	
	大気放出装置
	タービンバイパスの減温減圧弁出口とタービン排気復水器の間に、大気放出装置（消音器付）を設け、放蒸気は、屋外に導く。なお、タービン付きの大気放出弁（板）より先に動作するよう設定する。
	

	
	蒸気タービン起動盤
	
	

	
	形　　式
	鋼板製閉鎖自立形
	　　

	
	盤取付計器等
	(1)主蒸気圧力計
(2)第１段落圧力計
(3)排気圧力計
(4)制御油圧力計
(5)潤滑油圧力計
(6)スラスト軸受摩耗検出計（油圧式又は電気式）
(7)排気温度計
(8)主蒸気温度計
(9)回転計（デジタル表示式）
(10)油冷却器出口潤滑油温度計
(11)補助油ポンプ切替スイッチ（自動、手動切替）
(12)補助油ポンプ電流計
(13)非常用油ポンプ電流計、切替スイッチ（自動、手動切替）なお、切替スイッチ自動は、タービン起動条件とする。
(14)ターニング起動スイッチ
(15)表示灯類
(16)電力計
(17)高圧段抽気圧力計
(18)低圧段抽気圧力計
(19)タービン軸受振動計
(20)発電機軸受振動計
(21)その他監視上必要な計器
	

	発電設備
	蒸気タービン発電機
	
	

	
	発電機
	
	

	
	(1)形　　式
	三相交流同期発電機
	

	
	(2)数　　量
	1基
	

	
	(3)定格出力
	　　ｋＷ
	

	
	(4)力　　率
	　　％（遅れ）
	

	
	(5)定　　格
	連続
	

	
	(6)絶縁種別
	Ｆ種以上
	

	
	(7)励磁方式
	ブラシレス励磁方式
	

	
	(8)冷却方式
	表面冷却水冷式
	

	
	(9)潤滑方式
	強制潤滑式
	

	
	発電機の保護装置
	「内部故障、過電圧、過電流、界磁そう失、逆電力、タービン非常停止、周波数、不足電圧等」に関して「タービン停止、遮断器トリップ、ランプ表示、ブザー警報等」を表示する。
	

	
	計測器
	(1)電気計測器
(2)温度計
(3)フローチェッカまたは流量指示計
	

	
	同期投入装置及び同期検定装置
	
	

	
	発電機制御装置
	(1)電圧調整
(2)発電調整
(3)受電端無効電力調整
(4)発電電力調整
(5)負荷調整
(6)力率調整
	

	
	蒸気タービン発電機盤
	
	

	
	発電機用クレーン
	
	

	
	形　　式
	天井走行ホイストクレーン
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	熱及び温水供給設備
	給熱蒸気だめ（低圧蒸気だめと兼用する場合は省略してもよい）

	
	形　　式
	円筒形
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	その他
	　　
	　　

	熱及び温水供給設備
	温水器（省略しても可）

	
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	温水温度
	
	

	
	温水器出口
	　　℃
	　　℃

	
	給水温度
	　　℃
	　　℃

	
	設計耐熱温度
	　　℃以上
	　　℃

	
	容　　量
	
	

	
	(1)熱交換容量
	熱負荷計算値の　　％以上
	　　％

	
	(2)貯湯容量
	時間最大給湯量の　　％以上
	　　％

	
	材　　質
	
	

	
	(1)タンク
	　　
	　　

	
	(2)熱交換器の胴体
	　　
	　　

	
	(3)加熱管
	　　
	　　

	
	その他
	(1)温水にボイラ水が混入することがないよう計画すること。
(2)熱交換器をタンク内に設けるのではなく、温水器と熱交換器を直列とする。
(3)温度計を設け、温水温度を中央制御室へ伝送する。
	　　

	
	温水循環ポンプ（省略しても可）

	
	形　　式
	ラインポンプ
	　　

	
	数　　量
	2台、（交互運転）
	　　台

	
	設計耐熱温度
	100℃以上
	　　℃

	
	吐出量
	　　l/min
	　　l/min

	
	揚　　程
	　　m
	　　m

	
	回転数
	　　ｒｐｍ
	　　ｒｐｍ

	
	電動機
	　　kW
	　　kW

	
	主要材質
	
	　　

	
	容　　量
	負荷最大の　　％以上
	負荷最大の　　％以上

	
	空調用熱交換器（省略しても可）

	
	形　　式
	シェルアンドチューブ式
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	温水温度
	
	

	
	往き
	　　℃
	

	
	戻り
	　　℃
	

	
	容　　量
	負荷最大の　　％以上
	　　％

	
	材質
	
	

	
	加熱管
	　　
	　　

	
	伝熱面積
	　　m2
	　　m2

	
	その他
	必要箇所に温度計、圧力計を設ける。
	

	
	温水ボイラ（省略しても可）
	
	

	
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	能　　力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	使用燃料
	都市ガス13A
	　　

	
	その他
	排煙濃度計を設ける。
	

	熱及び温水供給設備
	温水供給装置設置工事
	
	

	
	温水供給条件
	
	

	
	(1)設計定格熱供給量
	5.0GJ/h
	　　GJ/h

	
	(2)温水供給条件
	
	

	
	A.設計最大供給温度
	90℃
	　　℃

	
	B.計画供給温度
	70～80℃
	　　℃

	
	C.計画環水温度
	50～60℃
	　　℃

	
	(3)用　　途
	温水熱源
	　　

	
	温水熱交換器
	
	

	
	(1)形　　式
	
	　　

	
	(2)数　　量
	1基
	　　基

	
	(3)計画主要目
	
	

	
	A.交換熱量
	　　kJ/h以上
	　　kJ/h以上

	
	B.温水温度
	
	

	
	入口
	　　℃
	　　℃

	
	出口
	　　℃
	　　℃

	
	C.使用蒸気圧力
	
	

	
	常用
	　　MPa
	　　MPa

	
	最高
	　　MPa
	　　MPa

	
	D.主要材質
	
	

	
	シェル
	ステンレス鋼
	

	
	チューブ
	ボイラ・熱交換機用炭素鋼鋼管
	

	
	(4)付属品
	圧力計、水面計、付属弁類、保温装置
	　　

	
	温水循環ポンプ
	
	

	
	(1)形　　式
	
	　　

	
	(2)数　　量
	1基
	　　基

	
	(3)計画主要目
	
	

	
	A.流　　体
	温水
	

	
	B.流体温度
	　　℃
	　　℃

	
	C.吐出
	　　t/h
	　　t/h

	
	D.全揚程
	　　ｍ
	　　ｍ

	
	E.所要電動機
	　　kW
	　　kW

	
	F.回転数
	　　rpm
	　　rpm

	
	G.操作方式
	　　
	　　

	
	H.主要材質
	
	

	
	ケーシング
	　　
	　　

	
	インペラ
	　　
	　　

	
	シャフト
	　　
	　　

	
	(4)付属品
	圧力計、過昇防止装置、付属弁類
	　　

	
	温水タンク（必要に応じて）
	
	

	
	(1)形　　式
	
	　　

	
	(2)数　　量
	1基
	　　基

	
	(3)計画主要目
	
	

	
	A.容　　量
	　　㎥
	　　㎥

	
	B.主要材質
	
	

	
	(4)付属品
	付属弁類、保温装置
	

	
	
	
	

	熱及び温水供給設備
	工事内容
	
	

	
	(1)温水発生装置（温水熱交換器、温水タンク、温水循環ポンプ）
	一式
	

	
	(2)取合い点までの温水及び環水配管敷設工事
	一式
	

	
	(3)その他必要な工事
	一式
	

	
	その他
	(1)本件施設の全炉停止中は温水を供給する必要はない。この場合は、余熱利用施設内に設置するボイラで対応する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	６．通風設備
	
	

	項目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	押込送風機
	形　　式
	
	　　

	
	数　　量
	2基（1炉1基）
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)風　　量
	　　ｍ３N/h
	　　ｍ３N/ｈ

	
	(2)風　　圧
	　　Pa（20℃において）
	　　Pa

	
	(3)吹込流速
	最小　　m/sec～最大　　m/sec
	最小　　m/sec～最大　　m/sec

	
	(4)回転数
	　　min-1
	　　min-1

	
	(5)電動機
	　　V×　　P×　　kW
	　　V×　　P×　　kW

	
	(6)風量制御方式
	　　　燃焼制御指令によること。
	　　

	
	(7)風量調整方式
	ダンパ＋回転数制御方式
	　　

	
	(8)主要材質
	
	

	
	①ケーシング
	
	　　　

	
	②インペラ
	
	　　　

	
	③シャフト
	
	　　　

	
	(9)付属品
	温度計、点検口、ドレン抜き、ダンパ、吸気スクリーン
	

	
	設計基準等
	・臭気漏洩防止のため、空気取入口はごみピットとする。
・吸気口にはスクリーンを設け、容易に清掃可能なものとする。
・軸受部には温度計と振動計を設ける。なお、上限警報を中央制御室へ伝送する。
・ドレン抜きをケーシングに設ける。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	二次燃焼用送風機
	形　　式
	
	　　

	
	数　　量
	2基（1炉1基）
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)風　　量
	　　Nm3/h
	　　Ｎｍ３/ｈ

	
	(2)風　　圧（20℃において）
	　　Pa
	　　Pa

	
	(3)吹込流速
	最小　　m/sec～最大　　m/sec
	最小　　m/sec～最大　　m/sec

	
	(4)回転数
	　　min-1
	　　min-1

	
	(5)電動機
	　　V×　　P×　　kW
	　　V×　　P×　　kW

	
	(6)風量制御方式
	　　　　　燃焼制御指令によること。
	　　

	
	(7)風量調整方式
	回転数制御を基本としダンパ制御を併用すること
	　　

	
	(8)主要材質
	
	

	
	①ケーシング
	
	　　

	
	②インペラ
	
	　　

	
	③シャフト
	
	　　

	
	(9)付属品
	温度計、点検口、ドレイン抜き、ダンパ、吸気スクリーン
	

	
	設計基準等
	・空気取入口はごみピットとする。
・吸気口にはスクリーンを設け、容易に清掃可能なものとする。
・軸受部には温度計と振動計を設ける。なお、上限警報を中央制御室へ伝送する。
・ドレン抜きをケーシングに設ける。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	排ガス循環送風機
	形　　式
	
	　　

	
	数　　量
	2基（1炉1基）
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)風　　量
	　　Nm3/h
	　　Ｎｍ３/ｈ

	
	(2)風　　圧（20℃において）
	　　kPa
	　　ｋPa

	
	(3)吹込流速
	最小　　m/sec～最大　　m/sec
	最小　　m/sec～最大　　m/sec

	
	(4)回転数
	　　min-1
	　　min-1

	
	(5)電動機
	　　V×　　P×　　kW
	　　V×　　P×　　kW

	
	(6)風量制御方式
	　　　燃焼制御指令によること。
	　　

	
	(7)風量調整方式
	回転数制御を基本としダンパ制御を併用すること
	　　

	
	(8)付属品
	
	

	
	①ケーシング
	
	

	
	②インペラ
	
	

	
	③シャフト
	
	

	
	設計基準等
	・送風機の材質は、流体の性状に応じて耐久性等を考慮する。
・送風機の風量調整方式は省エネの観点から回転数制御方式の併用が望ましいが、流体の流量や制御方法等を勘案し、最適な方式とする。
・軸受部には温度計と振動計を設ける。なお、上限警報を中央制御室へ伝送する。
・ドレン抜きをケーシングに設ける。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	空気予熱器
	形式
	
	

	
	数量
	2基（1炉1基）
	　　基

	
	主要項目（１基につき）
	
	

	
	(1)入口空気温度
	　　℃
	　　℃

	
	(2)出口空気温度
	　　℃
	　　℃

	
	(3)空気量
	　　㎥N/min
	　　㎥N/min

	
	(4)制御方式
	設定温度自動制御
	設定温度自動制御

	
	(5)主要材質
	
	

	
	①ケーシング
	一般構造用圧延鋼
	　　

	
	②伝熱管
	ボイラ・熱交換器用炭素鋼鋼管
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	風　　道
	形式
	溶接鋼板型
	　　

	
	数量
	2炉分（各炉独立型）
	

	
	主要項目
	
	

	
	(1)空気風速
	12m/sec以下
	　　ｍ/sec以下

	
	(2)主要部材
	一般構造用圧延鋼
	　　

	
	(3)厚さ
	3.2mm厚以上
4.5mm厚以上（ φ1000mm程度の大型風道 ）
	　　㎜厚以上

	
	(4)付属品
	流量計、温度計、圧力計、風量調整ダンパ、点検口他
	

	風　　道
	設計基準等
	・工場内の配置を検討し、作業床等との干渉は避けること。
・曲率半径は大きくとり、渦の発生する形状を避けること。
・空気取入れ口のスクリーンは、運転中でも清掃できる構造とする。
・防振継手、伸縮継手を必要箇所に設け、騒音対策を講じる。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	誘引通風機
	形式
	ターボ形
	　　

	
	数量
	1基/炉
	　　基/炉

	
	主要項目（１基につき）
	
	

	
	（1）風　　量
	　　m3N/min
	　　m3N/min

	
	(2)風　　圧
	　　Pa（常用温度において）
	　　Pa（常用温度において）

	
	(3)温　　度
	　　℃（常用）
	　　℃（常用）

	
	(4)回転数
	　　ｒｐｍ
	　　ｒｐｍ

	
	(5)電動機
	　　kW、　　Ｖ
	　　kW、　　Ｖ

	
	(6)風量制御方式
	自動炉内圧調整
	　　

	
	(7)風量調整方式
	回転数制御を基本としダンパ制御を併用すること
	　　

	
	(8)主要材質
	
	

	
	①ケーシング
	
	　　

	
	②インペラ
	
	　　

	
	③シャフト
	
	　　

	
	付属品
	軸受温度計、点検口、ドレン抜き、ダンパ他
	

	
	設計基準等
	・軸受を水冷オイル潤滑式とする場合は、冷却水配管にフローチェッカ（ワイパ式）を設ける。また、ダイヤル式温度計を設ける。
・点検、清掃が容易にできるものとし、点検口、ドレン抜きを設ける｡
・軸受には振動計及び温度計を設置し、上限警報は中央制御室へ伝送する。
・内部点検時に使用する空転防止装置を設ける。なお、本装置と起動とのインターロックを組み、本装置の状態を中央制御室へ伝送する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	煙　　道
	形式
	溶接鋼板型
	　　

	
	数量
	2炉分（各炉独立型）
	　　炉分（各炉独立型）

	
	主要項目
	
	

	
	(1)風　　速
	15m/sec以下
	　　m/sec以下

	
	(2)材　　質
	耐硫酸露点腐食鋼、厚さ4.5mm以上
	　　、厚さ　　mm以上

	
	付属品
	温度計、点検口、ドレン抜き、防振装置他
	

	煙　　道
	構造等
	・原則として円形ダクトとする｡
・マンホールは、ダンパ付近の補修が容易な箇所に設ける。
・伸縮継手を必要箇所に設ける。
・エコノマイザ出口、バグフィルタ出口、煙突中間部に排ガス測定用の測定座を設置する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	煙　　突
	形　　式
	
	

	
	外筒
	
	　　

	
	内筒
	鋼製内筒
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)内筒身数
	2筒
	　　筒

	
	(2)煙突高
	59ｍ
	　　ｍ

	
	(3)頂部口径
	　　φm
	　　φm

	
	(4)排ガス吐出速度
	　　m/sec以下
	　　m/sec以下

	
	(5)頂部排ガス温度
	　　℃
	　　℃

	
	付属品
	筒身、頂部ノズル、階段、照明設備、電話機、保守用電源、点検扉、避雷設備、測定座、頂部床（屋根）防水共、必要な付属品一式
	

	
	構造等
	・筒身材質はSUS316L以上とする。
・頂部ノズルの材質はSUS316L以上とする。
・ノズル頂部のガス流速は、笛吹き現象及びダウンウォッシュを起こさない範囲において極力高速とする。
・熱膨張の対策を講じる。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	７．灰出し設備
	
	

	項目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	落じん灰コンベヤ（焼却灰処理設備）
	形式
	
	

	
	数量
	1基/炉
	　　基/炉

	
	主要項目（１基につき）
	
	

	
	(1)容　　量
	　　kg/h
	　　kg/h

	
	(2)主要寸法
	　　m×　　m
	　　m×　　m

	
	(3)材　　質
	一般構造用圧延鋼
	　　

	
	(4)搬送物
	乾灰等
	

	
	(5)操作方式
	中央自動・手動、現場自動・手動
	

	
	(6)電動機
	　　kW
	　　kW

	
	(7)運転方法
	
	

	
	(8)付属装置
	
	

	
	①点検口
	１式
	

	
	②ショックリレー
	１式
	

	
	設計基準等
	・はり金や金属線等の異物が詰まらない構造とする。
・摺動部分にはライナープレートを張り付け、取替え可能な構造とする。
・耐食性・耐摩耗性を十分に考慮する。
・安全に点検、清掃作業ができる構造とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	灰押出し装置（必要に応じて）（焼却灰処理設備）
	形式
	油圧駆動式灰押出し装置 　
	　　

	
	数量
	1基/炉
	　　基/炉

	
	主要項目（１基につき）
	
	

	
	(1)容　　量
	　Kg/h
	　　ｋｇ/ｈ

	
	(2)主要寸法
	　　m×　　m
	　　ｍ×　　ｍ

	
	(3)主要材質
	
	

	
	本体
	一般構造用圧延鋼板
	　　　

	
	(4)搬送物
	焼却灰
	　　　

	
	(5)操作方法
	中央自動・手動、現場自動・手動
	　　　

	
	(6)駆動方式
	油圧
	　　　

	
	(7)電動機
	　　kW、　　V
	　　kW、　　V

	
	(8)運転方法
	
	　　　

	
	(9)付属装置
	
	

	
	①点検口
	１式
	　　　

	
	②液体キレート注入装置
	１式
	　　　

	
	設計基準等
	・摺動部分(槽底部と側面部分)にライナープレートを張り付け、取替え可能な構造とする。
・浮きごみ対策を講じる。
・水切りが十分に行えること。
・安全に点検、清掃作業ができる構造とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	焼却灰加湿装置（必要に応じて）（焼却灰処理設備）
	形式
	　　
	　　

	
	数量
	1基/炉
	　　基/炉

	
	主要項目
	
	

	
	(1)容　　量
	　　t/h
	　　ｔ/h

	
	(2)主要寸法
	　　m×　　m
	　　ｍ×　　ｍ

	
	(3)主要材質
	
	

	
	本体
	　　　　（耐腐食性・耐摩耗性を考慮する）
	　　　

	
	(4)搬送物
	焼却灰
	　　　

	
	(5)操作方法
	中央自動・手動、現場自動・手動
	　　　

	
	(6)駆動方式
	電動式
	　　　

	
	(7)電動機
	　　kW、　　V
	　　kW、　　V

	
	(8)運転方法
	
	　　　

	
	(9)付属装置
	
	

	
	①点検口
	１式
	　　　

	
	②液体キレート注入装置
	１式
	　　　

	
	設計基準等
	・摺動部分がある場合は、ライナープレートを張り付け、取替え可能な構造とする。
・二軸パドル式を採用する場合は、「3-8-2-4.混練機」に準じた仕様を考慮すること。
・水切りが十分に行えること。
・安全に点検、清掃作業ができる構造とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	焼却灰搬送コンベヤ（焼却灰処理設備）
	形式
	
	　　

	
	数量
	1系列/炉
	　　系列/炉

	
	設計基準等
	・各系列ごとに必要基数を設けるものとするが、極力、乗り継ぎを少なくすること。
・はり金や金属線等の異物が詰まらない構造とする。また、仮に異物が詰まった場合に安全かつ容易に取り出し可能な構造とする。
・乾灰の状態で搬送するコンベヤの採用を基本とするが、設計施工事業者が提案するレイアウトに応じて最適な形式を採用することを可とする。灰の飛散防止をはかる。コンベヤに摺動部分がある場合は、摺動部分にはライナープレートを張り付け、取替え可能な構造とする。
・湿灰の状態で搬送するコンベヤはフライトコンベヤの採用を基本とするが、設計施工業者が提案するレイアウトに応じて、振動コンベヤ又はベルトコンベヤ等の最適な形式を採用することを可とする。コンベヤに摺動部分がある場合は、摺動部分にはライナープレートを張り付け、取替え可能な構造とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	鉄類搬送コンベヤ（焼却灰処理設備）
	形式
	　　
	　　

	
	数量
	1系列/炉又は1系列/2炉
	　　系列/炉又は　　系列/2炉

	
	主要項目
	
	

	
	(1)能　　力
	　　kg/h
	　　kg/h

	
	(2)搬送距離
	　　ｍ
	　　ｍ

	
	(3)主要寸法
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ

	
	(4)材　　質
	
	

	
	①本体
	一般構造用圧延鋼又は同等品以上
	　　　

	
	②外装
	一般構造用圧延鋼又は同等品以上
	　　　

	
	③ベルト
	
	　　　

	
	(5)搬送物
	焼却灰
	　　　

	
	(6)操作方法
	中央自動・手動、現場自動・手動
	　　　

	
	(7)付属装置
	
	

	
	①点検口
	１式
	　　式

	
	②落じん防止板
	１式
	　　式

	
	③ベルトクリーナ
	１式
	　　式

	
	設計基準等
	・搬送状況が確認できるように、処理物の投入口、排出口には点検口を設ける。
・粉じんの飛散及び拡散の防止等を行う。集じん用ダクトを接続し内部を負圧に保つ。
・密閉構造とし、搬送状況が確認できるように、シュート、コンベヤ乗り継ぎ部には点検口を設ける。
・コンベヤ両サイドには、点検・維持管理上支障のないよう必要な箇所に歩廊等を設置する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	磁選機（焼却灰処理設備）
	形　　式
	
	　　

	
	数　　量
	1系列/炉
	　　系列/炉

	
	能　　力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	鉄分回収率
	　　％以上
	　　％

	
	設計基準等
	・粉じんの発生防止対策を考慮すること。
・多種多様な形状の鉄類に対応可能な形式、構造とすること。
・本装置より下流側機器とのインターロックを取ること。
・磁選機周辺の機器・部品は、極力、磁性体の使用を避け、処理に支障が生じないものにすること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	鉄類洗浄装置（焼却灰処理設備）
	形　　式
	水封型スクレーパコンベヤ
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)能力
	　　ｋｇ/h
	　　ｋｇ/h

	
	(2) 搬送距離
	　　m
	　　m

	
	(3)主要寸法
	幅　　m×長さ　　m
	幅　　m×長さ　　m

	
	(4)主要材質
	
	

	
	本体
	　　（耐腐食性・耐摩耗性を考慮する）
	　　　

	
	(5)搬送物
	鉄類
	　　　

	
	(6)操作方式
	中央自動・手動、現場自動・手動
	　　　

	
	(7)付属装置
	
	

	
	①点検口
	１式
	　　式

	
	②水循環装置
	１式
	　　式

	
	③散気装置
	１式
	　　式

	
	設計基準等
	・摺動部分にライナープレートを張り付け、取替え可能な構造とする。
・装置内配管は腐食に考慮してSUS等とする。
・鉄類に付着した灰の洗浄を良好とするための措置を講じる。
・安全に点検、清掃作業ができる構造とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	スプレッダ（必要に応じて）
	形　　式
	ドラム回転式
	　　

	
	数　　量
	1基/炉
	　　基/炉

	
	設計基準等
	・スプレッダ及びスプレッダ下部への灰の堆積防止、磁性物の付着防止を図る。
・灰クレーンがスプレッダ前方を掴む動作をとる際は、スプレッダが自動的に停止する機構を設ける。
・安全に点検、清掃作業ができる構造とする。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	集じん灰コンベヤ（集じん灰処理設備）
	形　　式
	スクレーパ、チェーンコンベヤ、スクリューコンベヤ
	　　

	
	数　　量
	　　基（必要数）
	　　基

	
	設計基準等
	・当該コンベヤは搬送距離が最短となるよう計画する。
・閉塞・吸湿防止のため、コンベヤは保温した上で、必要箇所にヒータを設ける。
・原則として1系列/炉で計画する。
・やむを得ず2炉分の集じん灰が合流して共通装置となるコンベヤを計画する場合は、極力少なく、短く、信頼性が高く、閉塞に対して鈍感で単純な機構であること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ボイラダストコンベヤ（集じん灰処理設備）
	形　　式
	スクレーパ、チェーンコンベヤ、スクリューコンベヤ
	　　

	
	数　　量
	　　基（必要数）
	　　基

	
	設計基準等
	・集じん灰コンベヤへ乗り継ぐ計画としてもよい。
・当該コンベヤは搬送距離が最短となるよう計画する。
・閉塞・吸湿防止のため、コンベヤは保温する。
・原則として1系列/炉で計画する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	集じん灰貯留槽（集じん灰処理設備）
	形　　式
	鋼板製
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)容　　量
	　　㎥（2日分以上）
	　　㎥（2日分以上）

	
	(2)内 容 物
	集じん灰、ボイラダスト
	　　

	
	(3)材　　質
	一般構造用圧延鋼
	　　

	
	(4)付属装置
	
	

	
	①集じん灰貯留槽用集じん機
	１式
	　　

	
	②ブリッジ防止装置
	１式
	　　

	
	③ブリッジ検出装置
	１式
	　　

	
	④保温装置
	１式
	　　

	
	⑤集じん灰定量切出フィーダ
	１式
	　　

	
	⑥計量計
	１式
	　　

	
	設計基準等
	・粉じんの飛散及び拡散の防止等を行う。
・保温施工を行う。各所にシーズヒータを設置する。
・貯留量を計測し、現場及び中央制御室へ伝送する。
・エアノッカ、バイブレータ等のブリッジ防止装置を設ける。
・ブリッジ検出装置を設けるものとする。
・ブリッジ解除用打撃座を設け、保温外面より突き出しハンマーを設ける。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	混練機（（集じん灰処理設備）
	形　　式
	二軸混練式
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（１基につき）
	
	

	
	(1)能　　力
	　　ｋｇ/h
	　　ｋｇ/h

	
	(2)材　　質
	
	

	
	①本　　体
	一般構造用圧延鋼
	　　　

	
	②ライニング
	　　（耐腐食、耐磨耗に配慮する）
	　　　

	
	③混練羽根
	耐摩耗鋼
	　　　

	
	(3)処理物
	集じん灰、ボイラダスト
	　　　

	
	(4)薬　　剤
	キレート剤
	　　　

	
	(5)操作方法
	中央自動・手動、現場自動・手動
	　　　

	
	(6)運転方法
	
	　　　

	
	(7)電動機
	　　kW
	　　kW

	
	(8)付属装置
	
	

	
	点検口
	１式
	　　式

	混練機（（集じん灰処理設備）
	設計基準等
	・混練状況が確認できるように、混練機、出入口シュート等には点検口を設ける。
・混練機出口にＩＴＶ装置を設ける。
・装置本体及び出口シュート部分は集じん用ダクトを接続し内部を負圧に保つ。
・粉じんの飛散及び拡散の防止等を行う。集じん用ダクトを接続し内部を負圧に保つ。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	集じん灰薬剤供給装置（集じん灰処理設備）
	形　　式
	定量供給式
	　　

	
	数　　量
	1式
	　　式

	
	主要項目
	
	

	
	(1)処理物
	集じん灰、ボイラダスト
	　　

	
	(2)操作方法
	中央自動・手動、現場自動・手動
	　　

	
	(3)構成機器
	
	

	
	①薬剤タンク
	１基（FRP製）
	

	
	②薬剤ポンプ
	２台（交互運転）
	

	
	設計基準等
	・原則として、硫化水素及び二硫化炭素の発生が少ない液体キレートを使用する。
・タンクの容量は使用量の７日分以上とする。
・液面計、ドレン弁、その他必要な弁類一式を設ける。
・タンクの液面下限警報を中央制御室へ発報する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	飛灰搬送コンベヤ（集じん灰処理設備）
	形　　式
	ベルトコンベヤ（養生コンベヤ）
	　　　

	
	数　　量
	　　基（必要数、極力1基で短いコンベヤが望ましい）
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	（1）能　　力
	　　ｋｇ/ｈ
	　　ｋｇ/ｈ

	
	（2）搬送距離
	　　ｍ
	　　ｍ

	
	（3）主要寸法
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ

	
	（4）材　　質
	
	

	
	①本　　体
	一般構造用圧延鋼又は同等品以上
	　　　

	
	②外　　装
	ステンレス鋼
	　　　

	
	③ベルト
	ゴム
	　　　

	
	（5）搬送物
	集じん灰処理物（加湿飛灰、固化飛灰）
	　　　

	
	（6）操作方法
	中央自動・手動、現場自動・手動
	　　　

	
	（7）付属装置
	
	

	
	①点検口
	１式
	　　式

	
	②落じん防止板
	１式
	　　式

	
	③ベルトクリーナ
	１式
	　　式

	飛灰搬送コンベヤ
（集じん灰処理設備）
	設計基準等
	・搬送状況が確認できるように、処理物の投入口、排出口には点検口を設ける。
・コンベヤ本体はステンレス製の外装で覆うものとし、コンベヤ内部と外部を遮断する。
・粉じんの飛散及び拡散の防止等を行う。集じん用ダクトを接続し内部を負圧に保つ。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	灰ピット（土木建築工事に含む）
	形　　式
	水密鉄筋コンクリート構造
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)有効容量
	
	

	
	①焼却灰ピット
	　　m3以上7日分以上
	　　m3以上　　日分以上

	
	②飛灰ピット
	　　m3以上7日分以上
	　　m3以上　　日分以上

	
	③金属ピット
	　　m3以上　　日分以上（必要に応じて）
	　　m3以上　　日分以上

	
	(2)容量算定用単位容積重量
	1.0t/㎥（鉄類等金属を除く）
	　　ｔ/㎥

	
	(3)主要寸法
	幅　　ｍ×奥行　　ｍ×深さ　　ｍ
	幅　　ｍ×奥行　　ｍ×深さ　　ｍ

	
	付属品
	自動散水装置、バースクリーン、灰積出車用タイヤ洗浄装置
	

	
	構造等（詳細は第5章に記載）
	・灰ピットは、焼却灰、飛灰にピットを区画する。金属ピットを設ける場合は灰ピットを区画して確保する。
・灰ピットの有効容量は7日分以上を確保し、スプレッダ取付け開口(コンクリート躯体開口)下部の位置までとする。
・ピットの側壁は、ピット内での灰の過積み、片積み及びクレーンバケットの衝突衝撃に十分耐えうる強度を有するものとする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	落じん灰貯留装置
	形　　式
	
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)有効容量
	
	　　

	
	(2)主要寸法
	幅　　ｍ×奥行　　ｍ×深さ　　ｍ
	幅　　ｍ×奥行　　ｍ×深さ　　ｍ

	
	付属品
	
	

	
	構造等
	・ドラム缶を積み替えるための作業用重機の動作スペースと、安全な搬出・積込み動線に配慮すること。
・落じん灰搬送コンベヤからドラム缶への受け口は、密封し外部と遮断した構造とし、ドラム缶の入れ替えに際して灰のこぼれを防止する工夫を講じること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	金属貯留装置
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)有効容量
	　　
	　　

	
	(2)主要寸法
	幅　　ｍ×奥行　　ｍ×深さ　　ｍ
	幅　　ｍ×奥行　　ｍ×深さ　　ｍ

	
	付属品
	
	

	
	構造等
	・ヤードにはコンクリート製腰壁を設け、床には床材保護のためのアングルを埋め込むこと。
・ヤードの配置位置は、搬出車両が他車両動線を阻害することなく安全に停車し、作業用重機に積込可能な位置とする。
・ヤードにはシャッターを設ける。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	灰クレーン
	形　　式
	クラブバケット付天井走行クレーン
	　　

	
	主要項目
	
	

	
	(1)吊り上げ荷重
	　　ｔ
	　　ｔ

	
	(2)定格荷重
	　　ｔ
	　　ｔ

	
	(3)バケット形式
	水抜穴付クラムシェル式
	

	
	(4)バケット切り取り容量
	　　m3
	　　m3

	
	(5)バケット開閉方式
	油圧式
	

	
	(6)灰の単位容積重量
	
	

	
	容量計算用
	1.0t/m3
	

	
	荷重計算用
	1.5t/m3
	

	
	(7)揚　　程
	　　m
	

	
	(8)横行距離
	　　m
	

	
	(9)走行距離
	　　m
	

	
	(10)各部速度及び電動機
	
	

	
	走行用
	速度制御方式：VVVF方式
速　　度：　　m/min以下
出　　力：　　ｋW
ED：　　％
	　　
　　m/min
　　ｋW
　　％

	
	巻上用
	速度制御方式：VVVF方式
速　　度：　　m/min以下
出　　力：　　ｋW
ED：　　％
	　　
　　m/min
　　ｋW
　　％

	
	開閉油圧式
	速度制御方式：
速　　度：開　　sec以下、閉　　sec以下
出　　力：　　ｋW
ED：　　％
	　　　
開　　sec以下、閉　　sec以下
　　ｋW
　　％

	
	(11)操作方法
	遠隔手動操作
	　　　

	
	(12)給電方法
	キャプタイヤケーブルカーテンハンガー方式、キャプタイヤケーブルリール方式
	　　　

	
	付属機器
	制御装置、荷重計試験用分銅、積出し量計量装置（指示計、記録計、
積算計付）、交換用バケット、その他必要なもの
	　　　

	
	(1)灰クレーン操作室窓拭き装置
	
	

	
	①形　　式
	全自動窓拭き装置
	　　　

	
	②数　　量
	1式
	　　式

	
	③主要機器
	ポンプ、洗浄ユニット、ブロワ、その他付属品一式
	　　　

	
	④その他
	ア．本装置は、灰クレーン操作室内部より押しボタン操作によって自由にかつ迅速に清掃が可能なものとし、除じん、洗浄、乾燥の工程を自動で行うものとする。
イ．光触媒方式を採用してもよい。
	　　　

	
	設計基準等
	・灰クレーンの制御装置は灰クレーン操作室へ設置する。
・中央制御室では灰クレーンの稼働状況をモニタで監視可能とする。
・灰クレーン操作室に設置するクレーン操作盤は、モニタ等必要な装置を付帯する。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	環境集じん装置
	形　　式
	バグフィルタ
	　　

	
	数　　量
	1式
	　　式

	
	主要項目
	
	

	
	(1)集じん風量
	　　㎥/ｈ
	　　㎥/ｈ

	
	(2)材　　質
	
	

	
	①装置本体
	一般構造用圧延鋼
	　　

	
	②ダクト
	　　（耐熱性、耐腐食性を考慮する）
	　　

	
	(3)ダスト搬出装置
	スクリューコンベヤ又はフライトコンベヤ
	　　

	
	(4)操作方式
	自動運転、現場手動
	　　

	
	(5)付属装置
	
	

	
	①ダスト搬出装置
	１式
	　　式

	
	②ダクト
	１式
	　　式

	
	③その他必要なもの
	１式
	　　式

	
	設計基準等
	・集じん装置を設置する専用室（灰処理室）換気が十分に行える容量・能力を確保する。なお、環境集じん装置の配置制約がある場合は、集じん灰処理設備内部を負圧に維持できる必要十分の能力を確保した上で、同設備を格納する室（集じん灰処理室）の換気を個別の換気装置で対応することも可とするが、その場合は換気部分にフィルタを設ける等して室外に灰が飛散することを防止すること。
・ダクト内部でのダストの閉塞や水蒸気による付着、腐食がないよう考慮する。
・固化飛灰搬送コンベヤからの空気引き込みにあたっては、内部雰囲気（高温・多湿）を十分考慮すること。
・大量の水蒸気を吸入することを考慮し、吸引ダクトの各所にドレン抜きを施工する他、ダクト材質の耐熱性に考慮すること。また、ろ布の吸湿防止措置を考慮すること
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	８．給水設備
	
	

	項目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	水槽類仕様
	生活用水受水槽
	
	

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	有効容量
	　　㎥
	　　㎥

	
	構造・材質
	
	

	
	備考(付属品等)
	地上設置型
	

	
	プラント用水受水槽
	
	

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	有効容量
	　　㎥
	　　㎥

	
	構造・材質
	
	

	
	備考(付属品等)
	
	

	
	プラント用水高置水槽
	
	

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	有効容量
	　　㎥
	　　㎥

	
	構造・材質
	
	

	
	備考(付属品等)
	
	

	
	機器冷却水受水槽
	
	

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	有効容量
	　　㎥
	　　㎥

	
	構造・材質
	
	

	
	備考(付属品等)
	
	

	
	再利用水受水槽
	
	

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	有効容量
	　　㎥
	　　㎥

	
	構造・材質
	
	

	
	備考(付属品等)
	
	

	
	消火用水槽
	
	

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	有効容量
	　　㎥
	　　㎥

	
	構造・材質
	
	

	
	備考(付属品等)
	
	

	
	雨水水槽
	
	

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	有効容量
	　　㎥
	　　㎥

	
	構造・材質
	
	

	
	備考(付属品等)
	
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ポンプ類仕様
	生活用水ポンプ
	
	

	
	(1)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(2)形　　式
	
	　　

	
	(3)有効容量
	吐出量　　㎥/h×全揚程　　m
	吐出量　　㎥/h×全揚程　　m

	
	(4)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(5)主要部材
	
	

	
	ケーシング
	　　
	　　

	
	インペラ
	　　
	　　

	
	シャフト
	　　
	　　

	
	(6)備考・付属品
	
	

	ポンプ類仕様
	プラント用水ポンプ
	
	

	
	(1)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(2)形　　式
	
	　　

	
	(3)有効容量
	吐出量　　㎥/h×全揚程　　m
	吐出量　　㎥/h×全揚程　　m

	
	(4)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(5)主要部材
	
	

	
	ケーシング
	　　
	　　

	
	インペラ
	　　
	　　

	
	シャフト
	　　
	　　

	
	(6)備考・付属品
	
	

	
	機器冷却水ポンプ
	
	

	
	(1)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(2)形　　式
	
	　　

	
	(3)有効容量
	吐出量　　㎥/h×全揚程　　m
	吐出量　　㎥/h×全揚程　　m

	
	(4)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(5)主要部材
	
	

	
	ケーシング
	
	

	
	インペラ
	
	

	
	シャフト
	
	

	
	(6)備考・付属品
	
	

	
	再利用水ポンプ
	
	

	
	(1)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(2)形　　式
	
	　　

	
	(3)有効容量
	吐出量　　㎥/h×全揚程　　m
	吐出量　　㎥/h×全揚程　　m

	
	(4)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(5)主要部材
	
	

	
	ケーシング
	
	

	
	インペラ
	
	

	
	シャフト
	
	

	
	(6)備考・付属品
	
	

	
	消火栓ポンプ
	
	

	
	(1)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(2)形　　式
	
	　　

	
	(3)有効容量
	吐出量　　㎥/h×全揚程　　m
	吐出量　　㎥/h×全揚程　　m

	
	(4)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(5)主要部材
	
	

	
	ケーシング
	
	

	
	インペラ
	
	

	
	シャフト
	
	

	
	(6)備考・付属品
	
	

	
	雨水供給ポンプ
	
	

	
	(1)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(2)形　　式
	
	　　

	
	(3)有効容量
	吐出量　　㎥/h×全揚程　　m
	吐出量　　㎥/h×全揚程　　m

	
	(4)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(5)主要部材
	
	

	
	ケーシング
	
	

	
	インペラ
	
	

	
	シャフト
	
	

	
	(6)備考・付属品
	
	

	
	要求水準書と異なる仕様を提案した理由
	
	

	機器冷却水冷却塔
	形式
	
	　　

	
	数量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)循環水量
	　　m3/h
	　　㎥/h

	
	(2)冷却水入口温度
	　　℃
	　　℃

	
	(3)冷却水出口温度
	　　℃
	　　℃

	
	(4)外気温度
	
	

	
	乾球温度
	　　℃
	　　℃

	
	湿球温度
	　　℃
	　　℃

	
	（5）主要材質
	
	

	
	①本体
	
	　　　

	
	②フレーム・架台
	
	　　　

	
	③充填剤
	
	　　　

	
	（6）電動機
	　　kW
	　　kW

	
	付属品
	必要なもの一式
	

	
	設計基準等
	・装置形式の選択は、維持管理の容易性やコストを考慮し、開放式又は密閉式（間接冷却）のいずれかを採用する。いずれの場合も低騒音型・強制通風式とする。
・開放型の場合は、白煙防止機能付とする。
・冷却機出口温度制御は自動制御方式を基本とする。
・台数制御を組み込むことも可とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	機器冷却水薬注装置
	形　　式
	
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（１基につき）
	
	

	
	(1)薬　　剤
	
	

	
	(2)運転方式
	
	

	
	付属品
	
	

	
	(1)薬注ポンプ
	　　基、能力　　L/h
	　　基、能力　　L/h

	
	(2)薬剤タンク
	　　基、容量　　L
	　　基、容量　　L

	
	要求水準書と異なる仕様を提案した理由
	
	

	雨水処理装置
	形　　式
	　　
	　　

	
	主要項目
	
	

	
	(1)処理能力
	　　L/h
	　　L/h

	
	(2)運転方式
	　　
	　　

	
	設計基準等
	・必要に応じ、貯留雨水の水質劣化防止策を講じる。
・ろ過装置、滅菌装置その他利用先に応じて必要な処理工程を計画する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	９．排水処理設備
	
	

	項目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	ごみピット汚水槽（ごみピット汚水処理設備）
	構　　造
	躯体防水鉄筋コンクリート槽
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)有効容量
	　　㎥
	　　㎥

	
	(2)主要寸法
	　　ｍ×　　ｍ×　　ｍ
	　　ｍ×　　ｍ×　　ｍ

	
	(3)材　　質
	躯体防水RC＋エポキシ樹脂ライニング（槽天井部含む）
	　　

	
	(4)付属品
	マンホール、可搬型点検梯子、スクリーン（SUS）、換気設備、給水設備、漏水検知機構  他
	　　

	
	設計基準等
	・出入口に酸欠注意の表示板を設ける。
・有圧式の換気設備を設け、ごみピットへ排気する。
・水槽壁や槽内配管等の腐食対策を講じること。
・汚水槽内の内容物の浚渫が容易にできる構造とすること。
・酸欠危険場所等は常時換気を行うとともに危険表示、可搬式ブロア設置用マンホール、安全帯取付フック等の必要な設備を設けること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ごみピット汚水移送ポンプ（ごみピット汚水処理設備）
	汚水移送ポンプ
	
	

	
	形　　式
	カッター付き水中汚水ポンプ
	　　

	
	数　　量
	2基（うち倉庫予備1基）
	　　基

	
	主要項目（1台につき）
	
	

	
	(1)吐出量
	　　㎥/ｈ
	　　㎥/ｈ

	
	(2)全揚程
	　　ｍ
	　　ｍ

	
	(3)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(4)主要部材質
	
	

	
	①ケーシング
	SUS
	　　　

	
	②インペラ
	SCS14
	　　　

	
	③シャフト
	SUS316L
	　　　

	
	付属品
	着脱装置、吊上げ装置、逆止弁　ほか
	　　

	
	設計基準等
	・十分な耐食性を有した材質及び構造を有したポンプとする。
・ごみピットへの返送配管を設ける。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ごみ汚水ろ過器（必要に応じて）
（ごみピット汚水処理設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目（1台につき）
	
	

	
	(1)能　　力
	　　㎥/ｈ
	　　㎥/ｈ

	
	(2)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(3)主要部材質
	
	

	
	①ケーシング
	
	　　　

	
	②インペラ
	
	　　　

	
	③シャフト
	
	　　　

	
	設計基準等
	・ろ過物はごみピットへ、ろ液はろ液貯留槽へ送水する。逆洗排水はごみピットへ返送する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ろ液貯留槽（必要に応じて）
（ごみピット汚水処理設備）
	構　　造
	
	　　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目（1台につき）
	
	

	
	(1)有効容量
	　　㎥
	　　㎥

	
	(2)主要部材質
	FRP
	　　

	
	付属品
	液面計、マンホール
	　　

	
	設計基準等
	・タンク排気はごみピットへ送気する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ろ液噴霧ポンプ（必要に応じて）
（ごみピット汚水処理設備）
	構　　造
	
	　　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1台につき）
	
	

	
	(1)吐出量
	　　㎥/ｈ
	　　㎥/ｈ

	
	(2)全揚程
	　　ｍ
	　　ｍ

	
	(3)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(4)主要部材質
	
	

	
	①ケーシング
	
	　　　

	
	②インペラ
	
	　　　

	
	③シャフト
	
	　　　

	
	付属品
	圧力計、逆止弁、その他
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ろ液噴霧器（必要に応じて）
（ごみピット汚水処理設備）
	形　　式
	二流体式
	　　

	
	数　　量
	　　基/炉
	　　基/炉

	
	主要項目（1台につき）
	
	

	
	(1)噴霧量
	　　㎥/ｈ
	　　㎥/ｈ

	
	(2)空気使用量
	　　㎥/ｈ
	　　㎥/ｈ

	
	(3)空気圧
	　　ｋｇｆ/㎠
	　　ｋｇｆ/㎠

	
	(4)主要部材質
	ＳＵＳ
	　　

	
	付属品
	　　
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	プラント排水処理設備
	処理プロセス
	・本設備の処理性能は、再利用するために必要な水質を満足すること。
・有機系プラント排水（プラットホーム床洗浄水、洗車排水）は、ごみピット汚水貯留槽に排水すること。
	

	
	水槽リスト(参考)
	
	

	
	有機系（汚水受槽）
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	散気装置
	

	プラント排水処理設備
	有機系（計量槽）
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	
	

	
	有機系（接触酸化槽）
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	散気装置
	

	
	有機系（沈殿槽）
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	
	

	
	受入調整槽
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	
	

	
	中和槽
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	
	

	
	薬品混合槽
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	
	

	
	凝集沈殿槽
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	
	

	プラント排水処理設備
	ろ過中間槽
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	
	

	
	処理水槽
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	
	

	
	汚泥濃縮槽
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	
	

	
	砂ろ過槽
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	
	

	
	再利用水槽
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	
	

	
	汚泥槽
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	
	

	
	薬品貯槽（塩酸）
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	
	

	プラント排水処理設備
	薬品貯槽（苛性ソーダ）
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	
	

	
	薬品貯槽（キレート）
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	
	

	
	薬品貯槽（凝集剤）
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	
	

	
	薬品貯槽（助剤）
	
	

	
	（1）数　　量
	
	

	
	（2）容　　量
	
	

	
	（3）構造・材質
	
	

	
	（4）寸　　法
	
	

	
	（5）電動機
	
	

	
	（6）備　　考
	
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	排水ポンプ類リスト（参考）
	
	

	
	生活（揚水ポンプ）
	
	

	
	(1)形　　式
	
	　　

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(3)吐出量×全揚程
	　　㎥/ｈ×　　ｍ
	　　㎥/ｈ×　　ｍ

	
	(4)主要材質
	
	

	
	ケーシング
	
	　　　

	
	インペラ
	
	　　　

	
	シャフト
	
	　　　

	
	(5)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(6)操作方式
	
	　　

	
	生活（圧送ポンプ）
	
	

	
	(1)形　　式
	
	　　

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(3)吐出量×全揚程
	　　㎥/ｈ×　　ｍ
	　　㎥/ｈ×　　ｍ

	
	(4)主要材質
	
	

	
	ケーシング
	
	　　　

	
	インペラ
	
	　　　

	
	シャフト
	
	　　　

	
	(5)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(6)操作方式
	
	　　

	プラント排水処理設備
	プラント（揚水ポンプ）
	
	

	
	(1)形　　式
	
	　　

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(3)吐出量×全揚程
	　　㎥/ｈ×　　ｍ
	　　㎥/ｈ×　　ｍ

	
	(4)主要材質
	
	

	
	ケーシング
	
	　　　

	
	インペラ
	
	　　　

	
	シャフト
	
	　　　

	
	(5)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(6)操作方式
	
	　　

	
	プラント（圧送ポンプ）
	
	

	
	(1)形　　式
	
	　　

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(3)吐出量×全揚程
	　　㎥/ｈ×　　ｍ
	　　㎥/ｈ×　　ｍ

	
	(4)主要材質
	
	

	
	ケーシング
	
	　　　

	
	インペラ
	
	　　　

	
	シャフト
	
	　　　

	
	(5)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(6)操作方式
	
	　　

	
	プラント（機器冷却水ポンプ）
	
	

	
	(1)形　　式
	
	　　

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(3)吐出量×全揚程
	　　㎥/ｈ×　　ｍ
	　　㎥/ｈ×　　ｍ

	
	(4)主要材質
	
	

	
	ケーシング
	
	　　　

	
	インペラ
	
	　　　

	
	シャフト
	
	　　　

	
	(5)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(6)操作方式
	
	　　

	
	プラント（再利用水ポンプ）
	
	

	
	(1)形　　式
	
	　　

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(3)吐出量×全揚程
	　　㎥/ｈ×　　ｍ
	　　㎥/ｈ×　　ｍ

	
	(4)主要材質
	
	

	
	ケーシング
	
	　　　

	
	インペラ
	
	　　　

	
	シャフト
	
	　　　

	
	(5)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(6)操作方式
	
	　　

	
	プラント（消火栓ポンプ）
	
	

	
	(1)形　　式
	
	　　

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(3)吐出量×全揚程
	　　㎥/ｈ×　　ｍ
	　　㎥/ｈ×　　ｍ

	
	(4)主要材質
	
	

	
	ケーシング
	
	　　　

	
	インペラ
	
	　　　

	
	シャフト
	
	　　　

	
	(5)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(6)操作方式
	
	　　

	プラント排水処理設備
	プラント（その他必要なもの）
	
	

	
	(1)形　　式
	
	　　

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(3)吐出量×全揚程
	　　㎥/ｈ×　　ｍ
	　　㎥/ｈ×　　ｍ

	
	(4)主要材質
	
	

	
	ケーシング
	
	　　　

	
	インペラ
	
	　　　

	
	シャフト
	
	　　　

	
	(5)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(6)操作方式
	
	　　

	
	設計基準等
	・プラント排水処理設備の機器、槽類等は、一箇所にまとめ、建屋内に設置し、槽類には悪臭対策として蓋を設けること。また、有害ガス発生に対する安全対策、作業環境の保全、機器の腐食防止等の措置を必ず講じること。
・歩廊及び階段を必要な場所に設け、また転倒防止のため突起部を少なくするなど、保守点検が容易な構造・配置とし、槽類への転落防止等の安全対策を講じること。
・発生する夾雑物や汚泥の処理も容易に行えるよう考慮すること。
・再利用水の水質等プロセス管理上必要と考えられる項目及び水量について、計装設備により監視、管理すること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	１０．供用設備
	
	

	項目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	都市ガス設備
	ガスの種類
	都市ガス　13Ａ
	　　

	
	供給圧力
	　　
	　　

	
	引込位置
	
	　　

	
	引込管径
	
	　　

	
	利用先
	・焼却炉用助燃バーナ、再燃バーナ
・ブラックスタート用発電機
・　　
	・　　

	
	その他
	・ガス使用量は、各炉、各利用先の別に計測し記録できること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	燃料タンク（液体燃料設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1台につき）
	
	

	
	(1)容　　量
	　　ｋＬ
	　　ｋＬ

	
	(2)構　　造
	　　
	　　

	
	(3)主要部材質
	　　
	　　

	
	利用先
	・防災、保安用発電機
・　　
	

	
	付属品
	液面計、受入設備、ローリーアース、検知管、その他
	　　

	
	設計基準等
	・地下式タンクを原則とする。
・容量は、防災・保安用発電機としての用途を満たすものとする。
・給油口はタンクローリーより直接接続できる位置，配置とする。
・所轄消防署の指導に従うこと。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	燃料移送ポンプ（液体燃料設備）
	形　　式
	ギヤポンプ
	　　

	
	数　　量
	　　基（うち予備1基）
	　　基

	
	主要項目（1台につき）
	
	

	
	(1)吐出量
	　　L/h
	　　L/h

	
	(2)全揚程
	　　ｍ
	　　ｍ

	
	(3)電動機
	　　ｋｗ
	　　ｋｗ

	
	(4）運転方式
	中央自動、現場手動
	　　

	
	(5)主要部材質
	
	

	
	ケーシング
	
	　　

	
	インペラ
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	付属品
	防液堤、流量調整弁、その他
	

	
	設計基準等
	・軽油を使用する際は、ポンプ名を追記すること。
・屋内又はポンプ小屋内に設置する。また、ポンプ設備周囲に防油堤を設ける。
・所轄消防署の指導に従うこと。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	空気圧縮機（圧縮空気供給設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	
	

	
	計装用
	　　基　うち予備　　基
	　　基　うち予備　　基

	
	プラント用
	　　基　うち予備　　基
	　　基　うち予備　　基

	
	主要項目（1台につき）
	
	

	
	(1)容　　量
	　　㎥/min/基
	　　㎥/min/基

	
	(2)圧　　力
	　　ｋPa
	　　ｋPa

	
	(3)構　　造
	箱型防音パッケージ式
	　　

	
	(4）電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(5）運転方式
	中央自動、現場自動・手動
	　　

	
	(6）制御方式
	台数制御＋圧力制御
	　　

	
	付属品
	エアドライヤー、ミストセパレータ、ドレンセパレータ、安全弁
	　　

	
	設計基準等
	・計装用とプラント用は共用として使用可能とする。それぞれの能力は計画上の負荷から個別に設定する。また、設置するなかで能力最大の圧縮機と同等の能力を有する予備基を1基以上設置すること。ただし、下記(4)における常時アンロードとなる待機は性能範囲内とし、予備基外とする。
・1台以上を非常用電源系統とし、停電時に必要な量の圧縮空気を供給可能とする。
・計装用については無給油式を原則とする。給油式を採用する場合は、ミストセパレータを二重化する等して圧縮空気の品質保持と冗長性を確保すること。
・能力は計画量に対し十分な余裕を持つこととし、最大使用量に対して負荷時間（オンロード率）が60%以下かつ、常時1台以上が待機状態（アンロード状態含む）となること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	圧縮空気タンク（圧縮空気供給設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1台につき）
	
	

	
	(1)容　　量
	　　㎥
	　　㎥

	
	(2)構　　造
	鋼板溶接製
	　　

	
	(3)主要部材質
	一般構造用圧延鋼
	　　

	
	付属品
	接点付き圧力計、安全弁、ドレンセパレータ、マンホール
	　　

	
	設計基準等
	・第二種圧力容器となる場合は法に準拠した設計とする。
・圧縮空気使用量の変動を吸収し空気圧縮機負荷を均一にするとともに、停電初期に非常用発電機が起動し圧縮空気供給が開始されるまで、計装用空気圧力を維持することを考慮した容量とする。
・二段接点付き圧力計を設置し、圧力L，LLの信号を中央制御室に伝送する。
・停電時などに非常用発電系統で空気圧縮機運転している場合は、パージエアーなど非常時使用しない系統を遮断できるような配管系統とする。
・タンク出口に遮断弁を設ける。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	洗車設備
	形　　式
	
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目
	洗車設備は洗車場内に収集車両を洗車するために設ける。位置は、持込車両の動線上を避け、適切な位置を選定すること。
	　　

	
	同時洗車台数
	3台以上
	　　台以上

	
	噴射水量
	　　㎥/min
	　　㎥/min

	
	噴射水圧力
	　　ｋPa
	　　ｋPa

	
	電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	

	機器搬入出用ホイスト設備
	名　　称
	　　
	　　

	
	(1)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(2)揚程×定格荷重
	　　×　　
	　　×　　

	
	(3)駆動方式
	
	

	
	巻上
	
	

	
	走行
	
	

	
	(4)備考
	
	

	
	名　　称
	　　
	　　

	
	(1)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(2)揚程×定格荷重
	　　×　　
	　　×　　

	
	(3)駆動方式
	
	

	
	巻上
	
	

	
	走行
	
	

	
	(4)備考
	
	

	
	名　　称
	　　
	　　

	
	(1)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(2)揚程×定格荷重
	　　×　　
	　　×　　

	
	(3)駆動方式
	
	

	
	巻上
	
	

	
	走行
	
	

	
	(4)備考
	
	

	
	名　　称
	　　
	　　

	
	(1)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(2)揚程×定格荷重
	　　×　　
	　　×　　

	
	(3)駆動方式
	
	

	
	巻上
	
	

	
	走行
	
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	工作室等設置機器（参考）（工作機械類他）
	万能工作機械（旋盤）
	
	

	
	(1)用　　途
	　　
	　　

	
	(2)仕　　様
	
	

	
	ベッド上スイング
	400mm程度
	　　mm

	
	センター間距離最大
	1,000mm程度
	　　mm

	
	(3)数　　量
	1台
	　　台

	
	万能工作機械（ボール盤）
	
	

	
	(1)用　　途
	　　
	　　

	
	(2)仕　　様
	
	

	
	最大穴あけ能力
	φ40mm程度
	φ　　mm

	
	テーブル寸法
	200×500mm程度
	　　×　　mm

	
	(3)数　　量
	1台
	　　台

	
	万能工作機械（フライス盤）
	
	

	
	(1)用　　途
	
	

	
	(2)仕　　様
	
	

	
	カッターアーバーの直径
	25.4mm程度
	　　mm

	
	テーブルの左右移動量
	300mm程度
	　　mm

	
	テーブルの前後移動量
	150mm程度
	　　mm

	
	テーブルの上下移動量
	500mm程度
	　　mm

	
	(3)数　　量
	1台
	　　台

	工作室等設置機器（参考）（工作機械類他）
	万能工作機械（形削盤）
	
	

	
	(1)用　　途
	　　
	　　

	
	(2)仕　　様
	
	

	
	ラムの最大ストローク
	280mm程度
	　　mm

	
	テーブルの左右移動量
	280mm程度
	　　mm

	
	テーブルの上下移動量
	200mm程度
	　　mm

	
	(3)数　　量
	1台
	　　台

	
	卓上ボール盤
	
	

	
	(1)用　　途
	　　
	　　

	
	(2)仕　　様
	
	

	
	穴あけ能力
	φ20mm以上
	　　mm

	
	振　　り
	350mm程度
	　　mm

	
	(3)数　　量
	1台
	　　台

	
	両頭グラインダー
	
	

	
	(1)用　　途
	　　
	　　

	
	(2)仕　　様
	
	

	
	定置型砥石
	φ300mm以上
	φ　　mm

	
	
	集じん装置、防護ガラス付き
	　　　

	
	(3)数　　量
	1台
	　　台

	
	溶接作業台
	
	

	
	(1)用　　途
	工作室用
	　　

	
	(2)仕　　様
	
	

	
	寸法
	1,700W×700D×200H程度
	　　W×　　D×　　H

	
	(3)数　　量
	1台
	　　台

	
	アーク溶接機
	
	

	
	(1)用　　途
	工作室用
	　　

	
	(2)仕　　様
	単相AC200V24.5kVA
	　　　

	
	(3)数　　量
	2台
	　　台

	
	高速切断機
	
	

	
	(1)用　　途
	鋼材切断用
	　　

	
	(2)仕　　様
	
	

	
	移動型砥石
	φ300mm程度
	φ　　mm

	
	電動機
	5.5kW程度
	　　kW程度

	
	(3)数　　量
	1台
	　　台

	
	溶接棒乾燥機
	
	

	
	(1)用　　途
	　　
	　　

	
	(2)仕　　様
	可搬式
	　　

	
	(3)数　　量
	1台
	　　台

	
	バイス付き工作台
	
	

	
	(1)用　　途
	工作室用
	　　

	
	(2)仕　　様
	
	

	
	寸法
	1,700W×700D×200H程度
	　　W×　　D×　　H

	
	バイス寸法
	呼び125mm程度
	　　mm

	
	(3)数　　量
	2台
	　　台

	
	バーラック
	
	

	
	(1)用　　途
	長尺材料用
	　　

	
	(2)仕　　様
	アーム6段、複式2連
寸法2,000L×900W程度
	アーム　　段、複式　　連
　　L×　　W

	
	(3)数　　量
	1台
	　　台

	
	
	
	

	工作室等設置機器（参考）（工作機械類他）
	パイプベンダ
	
	

	
	(1)用　　途
	　　
	　　

	
	(2)仕　　様
	油圧式、能力φ50以上
	　　式、能力　　以上

	
	(3)数　　量
	1台
	　　台

	
	ジャッキ
	
	

	
	(1)用　　途
	　　
	　　

	
	(2)仕　　様
	油圧式5ｔ以上
	　　式　　ｔ以上

	
	(3)数　　量
	2台
	　　台

	
	チェーンブロック
	
	

	
	(1)用　　途
	
	

	
	(2)仕　　様
	
	

	
	1t
	揚程6ｍ程度
	揚程　　ｍ

	
	2t
	揚程12ｍ程度各
	揚程　　ｍ

	
	(3)数　　量
	各1台
	各　　台

	
	電動機ホイスト
	
	

	
	(1)用　　途
	　　　
	　　

	
	(2)仕　　様
	
	

	
	1t
	揚程6ｍ程度
	揚程　　ｍ

	
	2t
	揚程12ｍ程度各
	揚程　　ｍ

	
	(3)数　　量
	各1台
	各　　台

	
	水中ポンプ
	
	

	
	(1)用　　途
	　　
	　　

	
	(2)仕　　様
	
	

	
	汚水ポンプ
	単相100Ｖ
揚水量110Ｌ/min、揚程6ｍ以上
	　　Ｖ
揚水量　　Ｌ/min、揚程　　ｍ以上

	
	(3)数　　量
	3台
	　　台

	
	電気のこぎり
	
	

	
	(1)用　　途
	　　
	　　

	
	(2)仕　　様
	　　
	　　

	
	(3)数　　量
	1台
	　　台

	
	電動ドリル
	
	

	
	(1)用　　途
	　　
	　　

	
	(2)仕　　様
	コンクリート用、鉄工用、木工用
	　　

	
	(3)数　　量
	各1台
	各　　台

	
	送風機
	
	

	
	(1)用　　途
	　　
	　　

	
	(2)仕　　様
	ポータブルファン
	　　

	
	(3)数　　量
	2台
	　　台

	
	工業扇
	
	

	
	(1)用　　途
	
	

	
	(2)仕　　様
	45cm羽根
	　　cm羽根

	
	(3)数　　量
	5台
	　　台

	
	作業用空気圧縮機
	
	

	
	(1)用　　途
	　　
	　　

	
	(2)仕　　様
	可搬式ベビコン
	　　

	
	(3)数　　量
	3台
	　　台

	
	
	
	

	工作室等設置機器（参考）（工作機械類他）
	棚
	
	

	
	(1)用　　途
	重量物用
	　　

	
	(2)仕　　様
	スチール製、5段
寸法900L×500D×1,800H程度
	　　製、　　段
寸法　　L×　　D×　　H

	
	(3)数　　量
	2台
	　　台

	
	棚
	
	

	
	(1)用　　途
	工具管理用
	

	
	(2)仕　　様
	スチール製傾斜棚付き
寸法900L×500D×1,800H程度
	　　製　　
寸法　　L×　　D×　　H

	
	(3)数　　量
	3台
	　　台

	
	棚
	
	

	
	(1)用　　途
	物品管理用
	

	
	(2)仕　　様
	スチール製、背板・側板付き、5段
寸法1,200L×500D×1,800H程度
	　　製、　　　、　　段
寸法　　L×　　D×　　H

	
	(3)数　　量
	6台
	　　台

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	測定機器（参考）（工作機械類他）
	機械用

	
	一酸化炭素検知器
	仕様：携帯型
数量：3
	仕様：　　
数量：　　

	
	複合型ガス検知器
	仕様：ポータブル型及び携帯型
数量：3
	仕様：　　
数量：　　

	
	電気伝導率計
	仕様：ボイラ水管理用
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	照度計
	仕様：　　
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	圧力発生器
	仕様：手動ポンプ式
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	表面温度計
	仕様：　　
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	レーザレベル計
	仕様：　　
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	肉厚計
	仕様：　　
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	ノギス
	仕様：　　
数量：3
	仕様：　　
数量：　　

	
	振動計
	仕様：　　
数量：2
	仕様：　　
数量：　　

	
	騒音計
	仕様：　　
数量：2
	仕様：　　
数量：　　

	
	マイクロメータ
	仕様：　　
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	ダイヤルゲージ
	仕様：　　
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	ストップウォッチ
	仕様：　　
数量：3
	仕様：　　
数量：　　

	測定機器（参考）（工作機械類他）
	電気用

	
	テスター
	仕様：　　
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	継電器試験装置
	仕様：　　
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	デジタルボルトメータ
	仕様：　　
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	電圧電流発生器
	仕様：　　
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	ナノメータ
	仕様：　　
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	メモリハイコーダー
	仕様：　　
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	設置抵抗計
	仕様：　　
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	クランプ型電流計
	仕様：　　
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	回転計
	仕様：　　
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	高圧用検電器
	仕様：　　
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	低圧用検電器
	仕様：　　
数量：5
	仕様：　　
数量：　　

	
	携帯用指示熱電温度計
	仕様：　　
数量：1
	仕様：　　
数量：　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	エアシャワー装置
	エアシャワー装置
	・形式は、原則として通り抜けタイプとし、ダイオキシン類管理区域と管理区域外諸室との間に設置すること。
・ユニット形で既成市販品とすること。
・回収した粉じんを二次飛散させることなく回収できるものとすること。
・粉じん補集用フィルターの自動洗浄機能を持つこと。
・「廃棄物焼却施設内作業におけるダイオキシン類ばく露防止対策について（平成13年4月25日付け基発第401号の2）」の主旨に適合する装置とすること。
・足部に付着した粉じん等を除去できるマット等を付属品として納入すること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	１０．電気設備
	
	

	項目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	設計基本条件
	運用方法
	・通常運転は東京電力パワーグリッド配電系統からの受電と蒸気タービン発電機の並列運転（出入自由）とする。
・ごみ焼却施設工場棟の電気室で受電し、リサイクル施設、管理棟、計量棟、その他施設、余熱利用施設へ配電を行うものとする。なお、事業者提案により、別棟で特別高圧受変電棟を計画して受電しても可とする。
・ブラックスタート用発電機は、停電時に自動運転し、プラント保安電力を供給する。また、停電時の焼却炉立上げ・立下げ時などに手動運転し、タービン停止時における必要電力を補えるものとする。
・東京電力パワーグリッド配電系統が停電した際であって、焼却炉を立上げる際の電力は、ブラックスタート用発電機から供給する。
	

	
	監視制御方式
	中央集中監視制御方式
	

	
	配置計画
	電気室等は、電力引込及び保守管理に適切な位置とし、受電盤～低圧配電盤等は屋内電気室に収納する。室温上昇抑制対策、防じん性、安全性、小動物対策（虫対策も含む）等に配慮する。
	

	
	使用機器の統一
	電気計装関係の使用機器は、互換性、信頼性その他全体的な見地にたって選定し、統一を図る。特にシーケンサ、インバータ、ＰＣ、リレー類、スイッチ類、表示ランプ等は、使用するメーカーを極力統一する。また、遮断器もメーカーを極力統一する。使用機器はオイルレス化を原則とする。
また、使用機器の製造元の製造又は販売終了時期等の情報を確認し、機器調達可能期間を考慮する。
	

	
	導　　体
	本設備に使用する導体は銅とする。ただし、特高受変電設備（特高ケーブル含む。）、VCB、GCB、ACB はメーカー標準とし、バスダクト等は銅又はアルミ導体とする。なお、異種金属との接続部、アルミを使用する場合の導体相互の接続部、その他必要な部位については、錫、銀、その他適切な材料でメッキを施した材料を使用する。
	

	
	幹　　線
	高圧以上の幹線は、専用経路を原則とする。
	

	
	盤　　類

	
	板　　厚
	
	

	
	①受変電盤、高圧配電盤、低圧配電盤、動力制御盤等（屋内盤）
	
	

	
	A.側面板
	鋼板2.3mm以上
	　　　　mm

	
	B.底　板
	鋼板2.3以上
	　　　　mm

	
	C.屋根板
	鋼板2.3mm以上
	　　　　mm

	
	D.仕切板
	鋼板1.6mm以上
	　　　　mm

	
	E.ドア（前面板）
	鋼板2.3mm以上
	　　　　mm

	
	②操作盤　屋内盤（自立型を除く）
	
	

	設計基本条件
	A.箱体
	鋼板1.6mm以上
	　　　　mm

	
	B.ドア（前面板）
	
	

	
	面積0.3㎡以下
	鋼板1.6mm以上
	　　　　mm

	
	面積0.3㎡超過
	鋼板2.0mm以上
	　　　　mm

	
	③操作盤　屋外盤（自立型を除く）
	
	

	
	A.箱体
	ステンレス（SUS304同等品以上）1.2mm以上
	　　　　mm

	
	B.ドア（前面板）
	
	

	
	面積0.3㎡以下
	ステンレス（SUS304同等品以上）1.2mm以上
	　　　　mm

	
	面積0.3㎡超過
	ステンレス（SUS304同等品以上）2.0mm以上
	　　　　mm

	
	④コントロールセンター
	原則としてメーカー標準とする。
	

	
	⑤その他
	メーカー標準品、市販品の板厚は、別途協議とする。
	

	
	設計基準等
	・電気の安定供給を確保するために各区間設備の故障が他に波及しないシステムとする。
・同期検定装置を設け、受電用同期遮断器、蒸気タービン発電機同期遮断器、ブラックスタート用発電機同期遮断器及び高圧母線連絡同期遮断器の自動同期投入を可能とする。
・電気設備は、東京電力パワーグリッド配電系統の瞬時停電（低電圧）対策及び蒸気タービン発電機による自立運転等を考慮した設計とする。
・高圧用ダクト・電線管には、随所に「高圧危険」の表示をすること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	受変電設備
	電気方式
	
	

	
	受電方式
	ＡＣ　三相三線式66,000Ｖ　50Hz　2回線（常用1回線＋予備1回線）
	

	
	配電種別
	特別高圧　一般回線とする。
	

	
	配電方式
	
	

	
	(1)高　　圧
	
	

	
	①ごみ焼却施設
	三相三線式6,600V
	三相三線式　　　V

	
	②リサイクル施
	三相三線式6,600V（必要に応じて）
	三相三線式　　　V

	
	③余熱利用施設
	三相三線式6,600V
	三相三線式　　　V

	
	(2)低　　圧
	①プラント動力　ＡＣ　三相三線式420V
　　　　　
　　　　ＡＣ　三相三線式210V
②建築動力　ＡＣ　三相三線式210V
③照　　明　　ＡＣ　単相三線式210-105V
④計装電源　ＡＣ　単相三線式210-105V
⑤一般操作回路　ＡＣ　単相二線式105VまたはＤＣ24V
⑥遮断器操作回路　ＤＣ100V
	

	
	①プラント動力
	ＡＣ　三相三線式420V
ＡＣ　三相三線式210V
	ＡＣ　三相三線式　　V
ＡＣ　三相三線式　　V

	受変電設備
	②建築動力
	ＡＣ　三相三線式210V
	ＡＣ　三相三線式　　V

	
	③照　　明
	ＡＣ　単相三線式210-105V
	ＡＣ　単相三線式　　V

	
	④計装電源
	ＡＣ　単相三線式210-105V
	ＡＣ　単相三線式　　V

	
	⑤一般操作回路
	ＡＣ　単相二線式105VまたはＤＣ24V
	ＡＣ　単相三線式　　V

	
	⑥遮断器操作回路
	ＤＣ100V
	ＤＣ　　V

	
	特別高圧受電盤（受変電設備）
	
	

	
	形　　式
	鋼板製屋内閉鎖垂直自立型
	　　

	
	数　　量
	1面
	　　面

	
	主要取付機器
	・断路器
・真空遮断器（ＶＣＢ）又はガス遮断器（ＧＣＢ）
・断路器と遮断器はインターロックを構成する
・避雷器
・接地開閉器
・取引用変成器
・その他必要なもの
	

	
	特別高圧変圧器（受変電設備）
	
	

	
	形　　式
	ガス式又は油入式
	　　

	
	電　　圧
	66kV/6.6kV
	　　

	
	容　　量
	　　ｋVA
	　　kVA

	
	特別高圧変圧器二次遮断器盤（受変電設備）
	
	

	
	形　　式
	鋼板製屋内閉鎖垂直自立型
	　　

	
	数　　量
	　　面
	　　面

	
	主要取付機器
	・真空遮断器（ＶＣＢ）
・計器用変成器
・その他必要なもの
	

	
	高圧配電盤（受変電設備）
	
	

	
	形　　式
	鋼板製屋内閉鎖垂直自立型
	　　

	
	数　　量
	　　面
	　　面

	
	主要取付機器
	・真空遮断器（ＶＣＢ）
・電流計
・保護継電器
・計器用変成器
・その他必要なもの
	

	
	高圧変圧器（受変電設備）

	
	プラント動力用変圧器
	
	

	
	形　　式
	モールド式
	　　

	
	数　　量
	　　台
	　　台

	
	電　　圧
	6.6kV　420Ｖ（三相三線）
	　　kV　　　Ｖ（三相三線）

	
	容　　量
	　　kVA
	　　kVA

	
	建築動力用変圧器
	
	

	
	形　　式
	モールド式
	　　

	
	数　　量
	　　台
	　　台

	
	電　　圧
	6.6kV　210Ｖ（三相三線）
	　　kV　　　Ｖ（三相三線）

	
	容　　量
	　　kVA
	　　kVA

	
	照明等用変圧器
	
	

	
	形　　式
	モールド式
	　　

	
	数　　量
	　　台
	　　台

	
	電　　圧
	6.6kV　210-105Ｖ（三相三線）
	　　kV　　　Ｖ（三相三線）

	
	容　　量
	　　kVA
	　　kVA

	受変電設備
	高圧進相コンデンサ（受変電設備）
	①自動力率調整器により、常に力率を95％以上に改善できる容量、方式とする。目標値は99％以上とする。目標値は、蒸気タービン発電機非連系中に対応できる計画であればよい。
②手動及び自動力率調整が可能とする。
③使用頻度平準化制御のため容量を統一する。
④開閉器は真空開閉器とする。
⑤一連の警報を中央制御室に表示する。
⑥コンデンサ群容量は、タービン発電機停止時でも受電盤点力率95％以上に改善できる容量とする。
⑦コンデンサバンク数　　　台
⑧コンデンサ群容量　　　kVar
⑨直列リアクトル、放電装置等付属機器を明記する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	電力監視設備
	形　　式
	鋼板製垂直自立形またはＬＣＤ
	　　

	
	数　　量
	1式
	　　

	
	主要取付機器
	①指示計
②操作開閉器
③記録計
④警報
⑤その他必要なもの
	　　

	
	受電監視保護装置一覧

	
	過電流継電器　51
	
	

	
	遮断機トリップ
	
	　　

	
	表　　示
	
	　　

	
	警　　報
	
	　　

	
	伝　　送
	
	　　

	
	地絡過電流継電器　51G
	
	

	
	遮断機トリップ
	
	　　

	
	表　　示
	
	　　

	
	警　　報
	
	　　

	
	伝　　送
	
	　　

	
	地絡過電圧継電器　64V
	
	

	
	遮断機トリップ
	
	　　

	
	表　　示
	
	　　

	
	警　　報
	
	　　

	
	伝　　送
	
	　　

	
	過電圧継電器　59
	
	

	
	遮断機トリップ
	
	　　

	
	表　　示
	
	　　

	
	警　　報
	
	　　

	
	伝　　送
	
	　　

	
	不足電圧継電器　27
	
	

	
	遮断機トリップ
	
	　　

	
	表　　示
	
	　　

	
	警　　報
	
	　　

	
	伝　　送
	
	　　

	電力監視設備
	方向短絡継電器　67Q
	
	

	
	遮断機トリップ
	
	　　

	
	表　　示
	
	　　

	
	警　　報
	
	　　

	
	伝　　送
	
	　　

	
	周波数上昇継電器　95H
	
	

	
	遮断機トリップ
	
	　　

	
	表　　示
	
	　　

	
	警　　報
	
	　　

	
	伝　　送
	
	　　

	
	周波数低下継電器　95L
	
	

	
	遮断機トリップ
	
	　　

	
	表　　示
	
	　　

	
	警　　報
	
	　　

	
	伝　　送
	
	　　

	
	比率作動継電器　87
	
	

	
	遮断機トリップ
	
	　　

	
	表　　示
	
	　　

	
	警　　報
	
	　　

	
	伝　　送
	
	　　

	
	地絡方向継電器　67G
	
	

	
	遮断機トリップ
	
	　　

	
	表　　示
	
	　　

	
	警　　報
	
	　　

	
	伝　　送
	
	　　

	
	逆電力継電器
	
	

	
	遮断機トリップ
	
	　　

	
	表　　示
	
	　　

	
	警　　報
	
	　　

	
	伝　　送
	
	　　

	
	転送遮断装置
	
	

	
	遮断機トリップ
	
	　　

	
	表　　示
	
	　　

	
	警　　報
	
	　　

	
	伝　　送
	
	　　

	
	自動電力調整装置
	
	

	
	遮断機トリップ
	
	　　

	
	表　　示
	
	　　

	
	警　　報
	
	　　

	
	伝　　送
	
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	発電機監視盤
	形　　式
	ＬＣＤ
	　　

	
	主要監視操作方式
	タッチスクリーンまたはマウス式
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	発電機遮断器盤
	励磁装置盤
	
	

	
	サージアブソーバ盤
	
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	蒸気タービン起動盤
	「3-6-1-8.蒸気タービン起動盤による」
	
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ブラックスタート用発電機（非常用電源設備）
	原動機
	
	

	
	形　　式
	ガスタービン又はガスエンジン
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目（１基につき）
	
	

	
	①出　　力
	　　kW
	　　kW

	
	②燃　　料
	都市ガス13Ａ
	　　

	
	③起動方式
	
	　　

	
	④冷却方式
	空冷式
	　　

	
	その他
	①始動用電源として直流電源（制御弁付据置鉛蓄電池）を設ける。容量は5回始動分以上とする。
②デュアルフューエル方式を採用する等、液体燃料を追加的に用いる場合はサービスタンクを設ける。
③排気管は、消音器付とし、屋外へ排気する。
④原動機又は排ガス系統には必要に応じて触媒燃焼方式、選択還元脱硝法、その他の高性能の脱硝機器を設ける。
⑤可能な限り長時間稼働に耐える機種を選定する。
	

	
	発電機
	
	

	
	形　　式
	三相交流同期発電機（自己通風防滴保護形）
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	①出　　力
	　　kW
	　　kW

	
	②力　　率
	　　％（遅れ）
	　　％（遅れ）

	
	③発電電圧
	6,600Ｖ
	　　Ｖ

	
	④回転数
	　　rpm
	　　rpm

	
	計測器
	
	

	
	電気計測器
	電力量計、電力計、無効電力計、力率計、電流計、電圧計、周波数計、同期検定器等
	

	
	温 度 計
	軸受、固定子、その他必要な個所
	

	
	付属装置
	
	

	
	①燃料サービスタンク（必要に応じて）
	一式
	　　

	
	②起動装置（直流電源装置）
	一式
	　　

	
	③自動起動盤
	1面
	　　

	
	④発電機盤
	1面
	　　

	
	⑤発電機遮断盤
	1面
	　　

	
	⑥その他必要なもの
	一式
	　　

	ブラックスタート用発電機（非常用電源設備）
	設計基準等
	・発電機出力は、下記の①②を満たす容量の内、大きい方の容量とする。
①電力会社からの送電が停止し、かつ蒸気タービン発電機が停止した際に、焼却炉を安全に停止させるため、リサイクル施設を含む本件施設のプラントで必要な機器及び建築設備で必要な機器の電源を確保できる容量。
②電力会社からの送電が停止した際に、焼却炉を1炉立上げ動作を開始してから焼却炉2炉目の炉立上げ完了まで、その時々の蒸気タービン発電機による発電量で消費電力を補いつつ、リサイクル施設を含む本件施設のプラントで必要な機器及び建築設備で必要な機器の電源を確保できる容量（ごみ条件：夏場、基準ごみ質）。
・プラント保安上重要な機器は、ブラックスタート用発電機の起動後、自動的に再起動させるための機能を準備する。
・
電力会社からの送電が停止した際に、リサイクル施設でのごみ処理を再開する必要が生じた場合のリサイクル施設の運転開始時期は、1炉の焼却炉が安定運転に移行した以降、焼却炉の運転に支障のない範囲でリサイクル施設の稼働開始に十分に足る電力が発電可能となった段階とする。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	防災・保安用発電機（非常用電源設備）
	原動機

	
	形　　式
	
	

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	①出　　力
	　　kW
	　　kW

	
	②燃　　料
	　　
	　　

	
	③起動方式
	　　
	　　

	
	④冷却方式
	空冷式
	空冷式

	
	その他
	①始動用電源として直流電源（制御弁付据置鉛蓄電池）を設ける。容量は5回始動分以上とする。
②排気管は、消音器付とし、屋外へ排気する。
③可能な限り長時間稼働に耐える機種を選定する。
	

	
	発電機
	
	

	
	形　　式
	三相交流同期発電機（自己通風防滴保護形）
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	①出　　力
	　　kW
	　　kW

	
	②力　　率
	　　％（遅れ）
	　　％（遅れ）

	
	③発電電圧
	　　Ｖ
	　　Ｖ

	
	④回転数
	　　rpm
	　　rpm

	防災・保安用発電機
（非常用電源設備）
	計測器

	
	電気計測器
	電力量計、電力計、無効電力計、力率計、電流計、電圧計、周波数計、同期検定器等
	

	
	温 度 計
	軸受、固定子、その他必要な個所
	

	
	付属装置
	①燃料サービスタンク　一式
②起動装置（直流電源装置）　一式
③自動起動盤　1面
④発電機盤　1面
⑤発電機遮断盤　1面
⑥その他必要なもの　一式
	

	直流電源装置
（非常用電源設備）
	蓄電池形式
	長寿命シール型鉛蓄電池
	　　

	
	充 電 器
	自動定電圧浮動充電方式
	　　

	
	容　　量
	必要負荷の30分以上
	　　

	無停電電源装置
（非常用電源設備）
	蓄電池形式
	長寿命シール型鉛蓄電池
	　　

	
	交流変換装置
	
	

	
	形　　式
	トランジスタインバータ又はサイリスタインバータ
	　　

	
	電　　圧
	
	

	
	入力
	DC　　Ｖ
	DC　　Ｖ

	
	出力
	AC100V　60Hz
	AC　　V　　　Hz

	
	容　　量
	　　kVA
	　　kVA

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	　　

	

	低圧配電設備
	４2０Ｖ動力主幹盤
	
	

	
	形　　式
	鋼板製屋内閉鎖垂直自立型
	　　

	
	数　　量
	　　面
	　　面

	
	主要取付機器
	　　
	　　

	
	２１０Ｖ動力主幹盤
	
	

	
	形　　式
	鋼板製屋内閉鎖垂直自立型
	　　

	
	数　　量
	　　面
	　　面

	
	主要取付機器
	　　
	　　

	
	照明主幹盤
	
	

	
	形　　式
	鋼板製屋内閉鎖垂直自立型
	　　

	
	数　　量
	　　面
	　　面

	
	主要取付機器
	　　
	　　

	
	その他の配電盤
	
	

	
	形　　式
	各盤毎に明記する
	　　

	
	数　　量
	　　面
	　　面

	
	主要取付機器
	
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	動力設備
	低圧動力制御盤（コントロールセンター）

	
	形　　式
	鋼板製屋内閉鎖垂直自立型
	　　

	
	数　　量
	1式
	　　式

	
	主要取付機器
	①盤群ごとに主幹遮断器を設ける。
②機器用遮断器及び電源送り用遮断器は、漏電遮断器（又は配線用遮断器＋漏電リレー）とし、配線専用の端子台を設置する。
③電磁接触器、サーマル等
④機器の運転・停止、警報等の表示
⑤その他機器の制御・保護に必要なもの。
	

	
	設計基準等
	・収納機器は、高調波対応型とする。
・警報表示の視認・確認の容易性を図る。
・警報は個別及び列代表ごとに表示し、盤群ごとに警報用回転灯を設置する。
・盤群ごとに制御電源用トランスを設ける。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	高圧動力制御盤

	
	形　　式
	鋼板製屋内閉鎖垂直自立型
	　　

	
	数　　量
	1式
	　　式

	
	主要取付機器
	①高圧真空開閉器
②高圧電動機用起動装置（回転数制御装置等は別置きとしてもよい。）
③漏電、過電流、過負荷、その他必要な高圧電動機用保護装置
④現場操作盤を設ける。
⑤電磁接触器、サーマル等
⑥機器の運転・停止、警報等の表示
⑦その他機器の制御・保護に必要なもの。
	

	
	設計基準等
	・誘引通風機等の制御に用いる。
・設置場所は、受変電設備室又は配電盤室とする。
・必要に応じて、運転ボタンをキー付とする。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	現場制御盤

	
	形　　式
	各盤毎に明記する。
（自立型または壁掛け型）
	　　

	
	数　　量
	1式
	　　式

	
	主要取付機器
	①盤ごとに主幹遮断器を設ける。ただし、盤内での負荷分岐がない場合は、主幹遮断器を省略してもよい。
②器用遮断器は漏電遮断器（又は配線用遮断器＋漏電リレー）とする。
③電磁接触器、サーマル等
④液晶タッチパネル
⑤機器の運転・停止、警報等の表示
⑥その他機器の制御・保護に必要なもの。
	

	動力設備
	設計基準等
	・操作場所の切替スイッチ(中央・現場)を設ける。なお、操作場所切替スイッチ（中央・現場）はオーバーラップ型とし、スイッチ操作による機器の動作状態を変化させないものとする。
・下記の場合を除き、原則として現場操作盤を設ける。ただし、下記の場合でも一時的な故障やトラブル対応上、現場での個別操作が必要な機器については、機器近傍での操作を可能とする。
　ア．通常、電源「入」状態で使用する機器（ヒータ、ポジショナー等）
　イ．現場で機器単独の運転・停止操作、開閉操作等をすべきでない機器
　ウ．現場での個別操作の必要性がない機器
　エ．現場操作機能を有する制御盤を、対象機器の近傍に設ける場合等
・収納機器は、高調波対応型とする。
・盤は防じん構造とし、必要に応じて防水構造とする。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	現場操作盤

	
	形　　式
	各盤毎に明記する。
	　　

	
	数　　量
	1式
	　　式

	
	主要取付機器
	
	

	
	設計基準等
	・操作場所の切替スイッチ(中央・現場)を設け、その状態を中央制御室に表示する。なお、操作場所切替スイッチ（中央・現場）はオーバーラップ型とし、スイッチ操作による機器の動作状態を変化させないものとする。
・盤内に保安用スイッチを設け、強制停止及び始動禁止等の最優先機能を持たせる。
・運転(赤)・停止(緑)、正転・逆転等のスイッチ（コンベヤ類）、運転・警報表示及び電流計などを必要に応じて設ける。なお、小容量機器については、実施設計時に協議する。
・負荷にトルクリミッタを設ける機器の現場操作盤には、故障表示とリミッタのリセットスイッチを設ける。
・盤は防じん構造とし、必要に応じて防水構造とする。
・現場操作が主となる機器の盤は液晶タッチパネルを設ける等、操作の容易さに配慮すること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	中央監視操作盤
	（計装設備の計装盤に含む）
	

	
	瞬時停電時の制御
	２秒超程度の瞬時的な電圧降下や停電等で機器が停止した場合は、復電後、自動的かつ速やかに停電前の運転状態に復旧させるものとする。
	

	
	
	
	

	動力設備
	電動機

	
	定　　格
	電動機の定格電圧、定格周波数は電気方式により計画するが、汎用性、経済性、施工の容易さ等を考慮して選定する。
	

	
	電動機の種類
	電動機の種類は主としてかご形三相誘導電動機とし、その型式は下記の適用規格に準拠し、使用場所に応じたものを選定する。また、高効率型を積極的に採用し、省エネを図ること。
	

	
	誘導電動機の保護方式（例）
	
	

	
	屋　　外
	
	

	
	保護方式（記号）
	JWP44
	　　

	
	保護方式（名称）
	全閉防まつ屋外形
	　　

	
	備　　考
	　　
	　　

	
	屋　　内（多湿箇所）
	
	

	
	保護方式（記号）
	JP44
	　　

	
	保護方式（名称）
	全閉防まつ形
	　　

	
	備　　考
	浴室、厨房など
	　　

	
	屋　　内（その他）
	
	

	
	保護方式（記号）
	JP22S
	　　

	
	保護方式（名称）
	防滴保護形
	　　

	
	備　　考
	一般室、機械室など
	　　

	
	爆発性ガスのある箇所
	
	

	
	保護方式（記号）
	JPE44
	　　

	
	保護方式（名称）
	全閉防爆形
	　　

	
	備　　考
	特記のある場合
	　　

	
	電動機の始動方法
	原則として直入始動とするが、始動時における電源への影響を十分考慮して始動方法を決定する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	電気配線工事
	工事方法
	・ケーブル工事、金属ダクト工事、ケーブルラック工事、金属管工事、バスダクト工事、地中埋設工事など、各敷設条件に応じ適切な工事方法とする。ただし、工場棟内での地中埋設工事は極力さける。
・外部配線の盤への入線は原則として盤下部より行うこと。やむなく盤下部以外より入線する場合は防水対策、防塵対策、小動物対策（虫対策も含む）等を工事着手前に施工要領書に記入の上本市へ提出し、承諾後、施工する。（電気計装機器に対しても同様とする）
	

	
	接地工事
	・接地工事は、電気設備技術基準に定められているとおり、Ａ種、Ｂ種、Ｃ種、Ｄ種接地工事等の接地目的に応じ適切な接地工事を行うものとする。
・避雷器用及び電気通信用の接地工事などは、対象物に適合した工事を行う。また、接地極埋設標示を該当場所近傍に設ける。（記入文字が鮮明に残る方法を採用する。）
・測定用接地極を埋設し、接地箱には測定用端子を設ける。

	

	
	主要配線、配管材料

	
	配線材料
	
	

	
	①特別高圧回路
	66kV EM-CET/Fケーブル又は同等品以上
	

	
	②高圧回路
	・6,600V EM-CE/Fケーブル又は同等品以上
・6,600V EM-CET/Fケーブル又は同等品以上
	

	
	③低圧回路
	
	

	
	動力回路
	・600V EM-CE/F又は同等品以上
・600V EM-CE/F又は同等品以上
	

	
	接地回路他
	600V EM-IE/F、EM-EEF又は同等品以上
	

	
	高温場所
	600V耐熱電線、耐熱ケーブル
	

	
	消防設備機器
	600V耐熱電線、耐熱ケーブル
	

	
	制　御　用
	600V EM-CEE/F、EM CEE/F-S又は同等品以上
	

	電気配線工事
	配管材料
	①屋内配管
ア．工場棟内は、原則としてケーブルダクト、ケーブルラック、レースウェイまたは電線管とする。
イ．炉室、灰処理室、灰押出し装置の近傍、及び排水処理設備室の清掃用散水・薬品・粉じんの飛来のおそれのある箇所は、防錆性を有するケーブルダクト又は厚鋼電線管とする。
ウ．湿気・水気・粉じんの多い場所は、厚鋼電線管とする。
エ．フレキシブル管は、温度・湿度、その他使用条件を考慮し、適切な材質・構造の物を選定する。フレキシブル管にて接続が困難な機器については、ケーブルを露出させることのないよう、スパイラル等で保護すること。
②屋外配管
ア．ケーブルダクトまたは厚鋼電線管とし、雨水の浸入を防止すること。
イ．管路内及びボックス等に水分が溜まらない処置を施すこと。
③地中埋設配管
地中線用亜鉛メッキ鋼管、ポリエチレンライニング鋼管、波付硬質ポリエチレン管等より選択して使用し、必要に応じて防食対策を行い、地表及び地中において埋設表示を行うこと。
コンクリート埋設配管については、金属電線管、合成樹脂製可とう電線管（PF 管）等より選択して使用する。
	

	
	設計基準等
	・予備機についても単独配線とする（特殊なものは除く）。
・機器へ接続する際は、稼動状態（振動等）を考慮した施工方法とすること。
・ケーブルには、適所に行き先表示札を取り付ける。居室、廊下等の配線配管は隠蔽とする。
・ケーブルダクトは保守、点検が容易なものとする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	保守用電源盤
	形　　式
	鋼板製簡易防じん・防水型
	　　

	
	容　　量
	210V、200A
105V、50A
	　　

	
	電　　源
	三相三線210V、単相二線105V
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	１１．計装制御設備
	
	

	項目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	一般事項
	一般事項
	・計装方式は、ＬＣＤオペレーションを主体とした分散型ＤＤＣ方式とする。
・自動燃焼制御等には、IoT技術やAI技術を積極的に取り入れるものとし、施設全体を効率的なものとする。
・本件施設内に光ファイバ等を用いたデータウェイ(構内ＬＡＮ)を布設し、本件施設の運転・制御・監視に係る全ての情報(計量関係データ及び監視用モニタ画像を含む)をこれに接続するものとする。(図3-4を参考とする。)
・構内ＬＡＮは、基本的に情報系、制御系、映像系、事務系に分けるものとするが、必要に応じて個々の系統をまとめてもよいものとする。ただし、その際においてもプラントの運転、制御、操作、監視に係る制御系ＬＡＮ、及び本庁のサーバと接続する事務系ＬＡＮは他と独立したものとすること。
・計装関係で使用する計器、機器類は、互換性及び信頼性等に配慮し、特殊なものを除き、統一的に使用するものとする。
・制御回路の電圧はDC24V、DC100V、AC100Vとする。
・操作、保守及び管理の容易性と省力化を考慮した設備とする。
・事故防止及び事故の波及防止を考慮した設備とする。
・設備の増設、更新等、将来的な対応を考慮した設備とする。
・サーバやクライアントＰＣがダウンした場合でも、処理が引き継げるシステムとし、また、データのバックアップシステムを設けること。
・データ通信、制御部分の二重化（DCSのCPU、電源部、制御LANインターフェース、シリアルI/O通信部等の二重化は基本とする）、データバスの二重化を図る。
・計装設備の電源、圧縮空気供給源は、電力会社からの送電停止時及び蒸気タービン発電機停止時においても、プラントの運転監視に支障のないように確保すること。
・現場取付発信器または信号変換器等の取付位置は、周囲の状況及び雰囲気を考慮し、計器の信頼性、維持管理の容易性に十分配慮したものとすること。 また、原則として検出端には、保守点検が容易なように、ステップ、点検用スペース、通路等を設けること。
・中央制御室での警報表示は一括表示ではなく、詳細内容を表示する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	計装・制御方針
	制御系
	・制御は自動制御とする。
・装置の発停は手動介入により行う。ただし、その発停が手動介入では不具合や危険を生じさせる場合は、自動発停とする。
・制御装置はＤＣＳ内、中央制御室、電気関係諸室、現場等に分散して配置してもよい。ただし、発じん、高温、多湿等の雰囲気に配置する場合には、制御装置（盤を含む）に保護策を講じる。
・制御装置を配置する場合、メンテナンス用スペースと照明を設ける。
・制御装置をＤＣＳ内以外の場所に設置する場合、ＤＣＳにその装置の運転に必要な情報を伝送する。
	

	
	手動介入
	・装置の発停は中央制御室から行う。また、その設定値の変更等も中央制御室から可能とする。
・装置の発停は現場においても行う。現場には発停用のスイッチ、切換スイッチ等を現場制御盤や現場操作盤に設ける。
・分散配置した制御装置の調整はそれぞれの制御装置で行う。ＤＣＳ内の制御装置の調整はＤＣＳ内で行う。
・単独で配置された電動機には機側に現場制御操作盤を設け、ここから発停を可能にする。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	計画概要
	計画概要
	・ハードウェア、ソフトウェアとも、機能追加等拡張性の容易なシステムとする。
・工場の運転管理及び運営管理に必要な情報を各帳票類に出力するとともに、運営管理及び保全管理に必要なデータを作成すること。
・ごみ焼却施設の制御画面（フロー、ＩＴＶ映像）の一部を構内ＬＡＮを用いて管理棟研修室の説明用映写設備へ伝送・表示可能とする。
・ごみ焼却施設の運転情報（運転月報、運転日報、制御画面、チャート、ＩＴＶ映像等）をクリーンセンター管理事務所の事務室に設置するモニタリング装置へ伝送・表示可能とする。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	計装制御計画
	一般項目
	・一部の周辺機器の故障及びオペレータの誤操作に対しても、システム全体が停止することのないようフェールセーフ等を考慮したハードウェア、ソフトウェアを計画すること。
・対環境性を十分考慮のうえ、ごみ処理プロセスの雰囲気に適したシステム構成とし、停電、電圧の変動及びノイズ等に対して十分な保護対策を講じること。
・運転管理、施設維持管理のため、必要な項目はすべてカバーすること。
・燃焼制御等、複数の単位制御項目が積層して構成されるシステムに対しては、単位制御システムが合理的、効果的に結合すること。
・リサイクル施設の計装項目のうち必要なものは取り込んで構成すること。
・焼却炉は、自動燃焼制御システムを導入し、常時安定した燃焼状態を確保できるものとする。
・風量制御、炉圧制御等は、VVVF回転数制御及びダンパ制御の併用とし、省エネに寄与できるものとすること。
	

	
	計装監視機能
	・レベル、温度、圧力等のプロセスデータの表示・監視
・ごみクレーン、灰クレーン運転状況の表示
・主要機器の運転状況の表示
・受変電設備運転状態の表示・監視
・電力デマンド監視（電力会社の監視時間と極力合わせること。）
・主要電動機電流値の監視
・機器及び制御系統の異常の監視
・公害関連データの表示・監視
・その他運転に必要なもの
	

	
	自動制御機能
	
	

	
	(1)焼却炉関係
	①自動立上、立下
②燃焼制御(CO、NOX制御含む)
③処理量制御
④蒸発量制御
⑤炉温制御
⑥その他
	

	
	(2)ボイラ関係運転制御
	①ボイラ水面レベル制御
②ボイラ水質管理
③その他
	

	
	(3)受配電発電運転制御
	①自動力率調整
②非常用発電機自動立上、停止、運転制御
③発電量一定制御
④売電量一定制御
	

	
	(4)蒸気タービン運転制御
	①自動立上、停止
②同期投入運転制御
③タービン入口蒸気圧力一定制御
④その他
	

	計装制御計画
	(5)ごみクレーン運転制御
	①攪拌
②投入
③つかみ量調整
④積替え
⑤自動格納
⑥その他
	

	
	(6)灰クレーン運転制御
	①つかみ量調整
②積込
③積替え
④その他
	

	
	(7)動力機器制御
	①回転数制御
②発停制御
③交互運転
④その他
	

	
	(8)給排水関係運転制御
	①水槽等のレベル制御
②排水処理設備制御
③純水装置制御
④その他
	

	
	(9)公害関係運転制御
	①排ガス処理設備制御
②集じん灰処理装置制御
③その他
	

	
	(10)その他必要な制御
	
	

	
	データ処理機能
	・ごみ搬入データ
・主灰、飛灰、飛灰処理物等の搬出データ
・ごみ処理量データ
・ごみ発熱量データ(プロセス計測値)
・850℃以上排ガス滞留時間
・電力量管理データ(受電、発電、逆送、所内各部門別)
・各種プロセスデータ
・排煙監視データ
・薬品、ユーティリティ使用量データ
・電動機稼働時間データ
・警報発報データ
・沼津市清掃事業概要の所定様式への出力
・その他必要なデータ
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	計装機器
	一般計装センサー
	以下の計装機能を必要な個所に適切なものを計画すること。
(1)重量センサー等
(2)温度、圧力センサー等
(3)流量計、流速計等
(4)開度計、回転計等
(5)電流、電力、電圧、電力量、力率等
(6)レベル計等
(7)pH、導電率等
(8)その他必要なもの
	

	
	大気質測定機器
	下記について連続分析測定装置等を一式設ける。
(1)硫黄酸化物濃度計（煙突部）
(2)塩化水素濃度計（バグフィルタ入口、煙突部）
(3)窒素酸化物濃度計（煙突部）
(4)酸素濃度計（炉出口またはエコノマイザ出口、煙突部）
(5)一酸化炭素濃度計（煙突部、必要に応じて炉出口またはエコノマイザ出口）
(6)ばいじん濃度計（煙突部）
(7)二酸化炭素濃度計（煙突部）
(8)水分計（煙突部）
(9)風向、風速
(10)大気温度計
(11)大気湿度計
(12)日射量
(13)雨量
(14)その他必要な計器
	

	
	ITV装置

	
	IVT装置リスト（参考）
	（台数、種別、レンズ型式、備考）
	

	
	A.計量器
	２台、全天候、電動ズーム、回転雲台付・録画機能付き
	　　台、　　、　　、　　

	
	B.場内道路
	４台、全天候、電動ズーム、回転雲台付・録画機能付き
	　　台、　　、　　、　　

	
	C.プラットホーム
	３台、防塵、電動ズーム、回転雲台付・録画機能付き
	　　台、　　、　　、　　

	
	D.自己搬入ヤード
	2台、防塵、電動ズーム、回転雲台付
	　　台、　　、　　、　　

	
	E.破砕機
	１～２台、防塵、標準
	　　台、　　、　　、　　

	
	F.ごみピット
	2台、防塵、電動ズーム、回転雲台付
	　　台、　　、　　、　　

	
	G.ごみホッパ
	2台、防塵、広角
	　　台、　　、　　、　　

	
	H.炉内
	2台、水冷、手動ズーム
	　　台、　　、　　、　　

	
	I.ボイラ液面計・圧力計
	２台、水冷、標準
	　　台、　　、　　、　　

	
	J.煙突
	1台、全天候、電動ズーム、回転雲台・ワイパー・ヒータ付き
	　　台、　　、　　、　　

	
	K.焼却灰搬送コンベヤ
	2台、防塵、標準
	　　台、　　、　　、　　

	
	L.混練機出口
	１台、防塵、標準
	　　台、　　、　　、　　

	
	M.炉上部
	２台、防塵、電動ズーム、回転雲台付
	　　台、　　、　　、　　

	
	N.灰ピット・灰積出し場
	３台、防塵、電動ズーム、回転雲台付・録画機能付き
	　　台、　　、　　、　　

	
	O.見学ルート
	３～４台、標準、電動ズーム、回転雲台付・録画機能付き
	　　台、　　、　　、　　

	
	P.洗車場
	１台、防塵、電動ズーム、回転雲台付・録画機能付き
	　　台、　　、　　、　　

	
	その他必要な箇所
	
	　　

	計装機器
	モニタ設置場所

	
	モニタ仕様と設置場所（参考）
	（台数、種別、大きさ、監視対象、備考）
	

	
	中央制御室
	2台、カラー、70インチ、A～P、切替
2台、カラー、20インチ、A、切替
2台、カラー、20インチ、B、切替
1台、カラー、20インチ、C、切替
1台、カラー、20インチ、D、切替
1台、カラー、20インチ、E、切替
1台、カラー、20インチ、F、切替
2台、カラー、20インチ、G

2台、カラー、20インチ、H

2台、カラー、20インチ、I

1台、カラー、20インチ、J

1台、カラー、20インチ、K、切替
1台、カラー、20インチ、L・M、切替
1台、カラー、20インチ、N、切替
1台、カラー、20インチ、O、切替

	　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　


	
	クレーン操作室
	4台、カラー、20インチ、C・E・F・G、切替

	　　台、　　、　　インチ、　　、　　


	
	プラットホーム監視室
	2台、カラー、20インチ、A、切替
1台、カラー、20インチ、B、切替
1台、カラー、20インチ、C、切替

	　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　


	
	自己搬入ヤード控室
	2台、カラー、20インチ、A・B・D、切替

	　　台、　　、　　インチ、　　、　　


	
	計量棟
	2台、カラー、20インチ、A、切替
1台、カラー、20インチ、B、切替
1台、カラー、20インチ、C・D、切替

	　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　
　　台、　　、　　インチ、　　、　　


	
	管理棟事務室
	2台、カラー、50インチ、A～P、切替

	　　台、　　、　　インチ、　　、　　


	
	リサイクル施設中央操作室
	2台、カラー、50インチ、A・B・D・O、切替

	　　台、　　、　　インチ、　　、　　


	
	クリーンセンター
管理事務所棟事務室
	1台、カラー、85インチ、A～P、切替
	　　台、　　、　　インチ、　　、　　


	
	設計基準等
	・カメラ取付位置によって、必要な個所には画像撮影用照明を設けること。
・管理棟事務室設置モニタと中央制御室設置モニタは、リサイクル施設の要所ITV画像も監視可能とすること。
・施設の運転管理上必要と思われる場所及び、試運転の段階で必要性が確認された場所については、ITV監視設備を追加すること。
・モニタを設置する箇所に操作器を設置すること。なお、管理棟事務室は画面切替のみの操作とする。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	システム構成
	計画概要
	・運転制御は、コンピュータ制御を基本とし、オペレータコンソールと液晶モニタを用いた集中監視操作とすること。
・本システムは、データロガの機能も併せもつこと。
・本システムは、各設備・機器の自動起動・停止システム、非常時の自動選択遮断システム、各プロセスの最適な制御を自動選択すること。
・オペレータコンソール及び液晶ディスプレイは焼却炉用、受変電発電監視用、給水・排水処理設備運転制御用、ボイラ復水系統制御用それぞれの用途に対応することとし、いずれの装置もどの用途にも用いられるようにすること。
・データは管理棟用パソコンへデータ送信し、管理棟事務室でも確認できるよう計画する。
・制御システムは分散型自動制御システム（DCS）とする。
	

	分散型自動制御システム（DCS）（システム構成）
	分散型自動制御システム（DCS）

	
	オペレータコンソール
	
	

	
	形式
	　　
	　　

	
	数量
	共通系　　基、各炉系　　基
	共通系　　基、各炉系　　基

	
	設計基準等
	緊急停止、ITV操作、場内放送等を列卓で設ける。
	

	
	プロセス制御ステーション
	
	

	
	形式
	　　
	　　

	
	数量
	　　基
	　　基

	
	設計基準等
	点検時、故障時においても停止期間を極力短くできるように考慮すること。
	

	
	帳票用パソコン
	
	

	
	形式
	　　
	　　

	
	数量
	　　基
	　　基

	
	プリンタ
	
	

	
	帳票プリンタ
	
	

	
	形式
	
	　　

	
	数量
	
	　　

	
	メッセージプリンタ
	
	

	
	形式
	
	　　

	
	数量
	
	　　

	
	カラーハードコピー機
	
	

	
	形式
	
	　　

	
	数量
	
	　　

	中央監視盤（システム構成）
	中央監視盤

	
	形式
	　　
（液晶ディスプレイ他、記録、表示等で必要なもの）
	　　

	
	数量
	一式
	　　

	
	主要項目
	
	

	
	（1）中央監視盤
	
	

	
	形式
	
	　　

	
	数量
	一式
	　　

	
	特記事項
	中央制御室の建築意匠や他の盤類等を考慮して一体的に計画する。
	　　

	中央監視盤（システム構成）
	（2）アナンシュエーター
	
	

	
	形式
	　　
	　　

	
	数量
	一式
	　　

	
	（3）記録計
	
	

	
	形式
	　　
	　　

	
	数量
	一式
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	管理棟用パソコン及びプリンタ（システム構成）
	管理棟用パソコン及びプリンタ
	・現状及び過去の運転履歴、運転管理状況の監視、並びに運転管理データ（計量、日報、月報、年報）等を確認でき、各画面の印刷を可能とすること。なお、運転操作、パラメータ設定変更、帳票データの修正等は中央制御室のみ可能とし、管理棟では行えないものとする。
	

	
	管理棟用パソコン
	
	

	
	①形式
	　　
	　　

	
	②数量
	１台
	　　台

	
	管理棟用プリンタ
	
	

	
	①形式
	　　
	　　

	
	②数量
	１台
	　　台

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	モニタリング装置
	機　　能
	中央監視操作卓の監視画面のデータ表示、運転月報・運転日報等の表示、ITV画面表示、プリンタの印字を行う。
	

	
	主要機器
	・PCとモニター
・プリンタ(A3判以上)
・補助記憶装置
・その他必要なもの
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	１２．研修設備
	
	

	項目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	説明用パンフレット
（説明用調度品）
	形　　式
	カラー印刷、Ａ４判
	　　

	
	数　　量
	
	

	
	一般用
	10,000部
	　　部

	
	児童用
	10,000部
	　　部

	
	仕　　様
	Ａ4判16ページ程度
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	説明用映写設備（説明用調度品）
	形　　式
	　　
	　　

	
	画面サイズ
	　　インチ（100インチ以上を想定）
	　　インチ

	
	数　　量
	1式
	　　

	
	主要構成品
	DVDプレーヤ
	　　

	
	ビデオソフト及びDVD
	
	

	
	一般用、児童用
	各１式
	　　

	
	建設工事記録映画
	１式
	　　

	
	ITV画像録画
	１式
	　　

	
	設置場所
	研修室
	　　

	
	映像構成
	・本件施設の概要、本件施設におけるごみ処理の流れや各処理プロセスの流れが理解できる内容とする。
・本件施設の役割、本市におけるごみの分別と処理、資源化の流れ、沼津市清掃事業全般についても説明を行う。
・音声は2カ国語（日本語、英語）対応とし、複数の国出身者からなる見学にも対応するため、字幕も準備する。
・児童用ソフトでは、対象を小学校中～高学年とし、ＣＧやアニメーションを使い、分かり易く、親しみ易い内容とする。なお、音声は日本語対応のみで可とする。
・一般用ソフトと同一内容の聴覚障害者対応ソフト（手話及び字幕付）も作成する。
・建設工事中の流れと工事概要が理解し易い建設工事記録映画（2カ国語対応）を作成する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	工場棟建築模型
（説明用調度品）
	縮　　尺
	1/80～ 1/100程度
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	設置場所
	見学者通路傍展示ホール
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	見学者体験装置（説明用調度品）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	操作方式
	
	　　

	
	主要機器
	
	

	
	構　　造
	壁掛け型、自立型、40インチモニタ
	　　

	
	材　　料
	　　
	　　

	
	寸　　法
	　　
	　　

	
	設置場所
	・プラットホーム見学窓付近
・ごみピット見学窓付近
・中央制御室見学窓付近
・ごみクレーン見学窓付近
・炉室見学窓付近
・灰ピット見学窓付近
・発電機室見学窓付近
・排ガス処理設備見学窓付近
・その他、各種省エネ活用設備付近
・エントランス、ホール
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	太陽光発電装置（提案による）（説明用調度品）
	形　　式
	　　
	　　

	
	容　　量
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	設置場所
	　　
	　　

	
	付属機器
	・発電電力表示器
・その他必要なもの
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ハイブリッド型街灯（提案による）（説明用調度）
	形　　式
	太陽光発電・風力発電併用型
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	設置場所
	屋外駐車場等
	　　

	
	付属機器
	・蓄電池
・発電電力表示器
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	施設案内板等（説明用調度）
	施設案内板等
	本件施設敷地入口に施設全体及び敷地全体配置の案内板を設ける。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ごみ分別表示ケース（説明用調度）
	ごみ分別表示ケース
	管理棟展示ホールまたは、工場棟見学者ホールに設ける。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	運転状況表示盤
	形　　式
	大型モニタ（85インチ程度）
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	表示項目（各炉につき）
	・ＳＯｘ
・ＨＣｌ
・ＮＯｘ
・ＣＯ
・ばいじん
・発電量
・風速
・風向き
・外気温
・炉運転状況（運転中、休炉中、点検中など）
・光化学スモッグ発生状況（予報、注意報、警報、重大警報など）
・その他
	

	
	主要項目
	
	

	
	構　　造
	屋内自立型
	　　

	
	材　　料
	　　
	　　

	
	寸　　法
	　　
	　　

	
	付属品
	必要な付属品一式
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


以上
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